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Ⅰ．ご挨拶 

１．大学等環境安全協議会から

技術者と実務者

大学等環境安全協議会会長（京都大学） 酒井伸一

平成 11 年 2 月に発行された「大学等廃棄物処理施設技術者連絡会会報」第 1 号におい

て、当時の大学等廃棄物処理施設協議会会長の高月紘先生は、技術者連絡会設立の趣旨と

して、現場の声が反映される協議会の運営、技官・事務官・教官が活発に意見交換するシ

ステムを意図して設立したと記されています。この構想、狙いは現在の協議会の運営にし

っかりと根付いているとみています。つまり、年に 1 回は技術分科会として会員が実務的

課題に関して研鑽を図る場を維持していることと、「技術者連絡会」から「実務者連絡

会」に改名された組織の活動が続いていることです。「技術者」は処理施設中心に考えら

れていたため、労働安全衛生管理や環境管理が主たる守備範囲に入ってきた時期に「実務

者」に変更されたとのことです。教員や技術職員、事務職員を問わず、大環協にかかわる

方々の多くは大学や研究機関では環境や安全に関する業務の実務者である現実からは、

「実務者」と称することは必然の流れであったのでしょう。

 ここで、あらためて「技術」のもつ意味を「科学」との対比を含めて考えてみます。

「技術」は、科学の時代においては「科学的知識を具体的な人工物として表現し、人間の

生活に役立たせる方法」として理解されています（池内了：科学・技術と現代社会）。し

かし、より根源的には、物事を取り扱ったり、処理したりする際の方法や手段、それを行

う技であり、系統的な原理や経験に基づく手法に関する知識であると理解されています。

こうした定義からすれば、処理施設にかかわる技術もあれば、環境管理や安全管理にかか

わる技術もあることは言うまでもありません。こうしたさまざまな場面に求められる技術

への社会の要請はより強くなっているとも言えます。IOT や AI への期待が高まっている

現代においては、より技術要請は強くなっているとみたほうがいいでしょう。科学の定義

もさまざまですが、専門分化した現代の科学は「研究によって獲得された、あるいは実験

によって確立された知識」として、捉えられることが多いと言われます。かつて中世の科

学は、語源であるラテン語の「スキエンチア」から「ものごとに関する総合的な知識」と

して、人文社会から自然、全てを含む知識として捉えられていました。「技術者」から

「実務者」に冠を変えたことの意味は、現代の科学の定義よりは中世の科学の定義を念頭

において実務者連絡会は歩んでいると解釈させてもらうのがいいのではないかと思ってい

ます。この点は、大環協全体の基本的考え方にも通じる点と認識しています。

実務者連絡会がより良い発展を果たされることを祈念しています。

-　1　-



２．実務者連絡会から 

平成２９年度実務者連絡会世話人 

○秋吉 延崇，中山 政勝， 

平 雅文，大泉 学，田平 泰広， 

荻野 和夫，榊原 洋子 

   

平成１１年に実務者連絡会の前身である技術者連絡会が発足してから，早くも２０年が

経過いたしました。平成２０年３月には発足１０周年記念号として会報を作成しましたこ

とをうけ，今回，第２０号記念号として企画・作成しています。古くからの参加者には１０

年間の振り返り，新しく参加された方には過去の様子把握に役立てば幸いです。 

平成２０年１１月には，実務者連絡会の申し合わせを変更し，会員の入会資格の変更及び

部門制を導入しました。インターネット環境の発達と共に，活動活性化の資金確保を考え，

会報の印刷・配布を廃止し HP 掲載のみとしたこと，SNS サービスを開設したことも大き

な事項ではないでしょうか。連絡会としてのプロジェクト助成制度も軌道に乗ったのでは

ないかと思います。ただここ数年，連絡会創設メンバーが続々と定年（その後の再雇用期間

を含む）を迎え，去っています。技術・知識の伝承が十分できたかというと，私自身，すこ

し残念な気持ちになります。加え，世話人という立場から見て，実務者の担当する仕事は変

化してきていることから，部門制度については，見直す時期かもしれません。  

平成２９年には水銀汚染防止法が施行されました。仕事が増えることはうれしくありま

せんが，新たな取り組みへのチャンスでもあります。取り扱う現場はどうなっていますか。

法制定の背景を考えると，従前からの「環境」問題でしかありません。毒劇法，水濁法や労

安法でも規制されていますので，これまでの取り組みが問われます。とはいえ，新しい仕事

を行うには，従前の仕事を見直し，効率化・省力化が必要です。実務者サイドには，なかな

かヒト・モノ・カネは廻ってきません。たとえば，前回の会報に報告のありました第９回実

務者連絡会技術研修会の内容が参考になるかも知れません。 

近年ますます実務者の取り扱う業務も増加，多様化していますが，実務者として取り組む

姿勢は変化しないと感じています。さまざまな情報を共有し，周囲に悩んでいる人がいれば

声をかけ，皆が楽しく仕事（実務）に取り組むためのきっかけ作りができれば，と考えます。 
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Ⅱ．第１９回実務者連絡会総会報告 ＊議案は全て了承されました 

１．平成 28 年度実務者連絡会事業報告  

（１）実務者連絡会事業報告 

１）平成 28 年度大学等環境安全協議会第 1 回実務者連絡会集会報告 

日時：平成28年7月21日（木）9時30分から12時 

場所：東北大学工学研究科 総合研究棟 講義室2（110号室）  

（宮城県仙台市青葉区荒巻字青葉6-6） 

○目的：大学等環境安全協議会総会に参加される安全衛生、廃液、排水管理の実務に携わら

れている大学やその関係機関の実務者の交流・情報発信の場として開催している

実務者連絡会企画の集会

○議論：

・平成28年度計画 

・プロジェクトの応募状況

・廃棄物部門及び安全衛生部門の現状と課題

・参加者自己紹介ならびに実務者として悩んでいる事項

２）平成28年度 実務者企画見学会 

日時：平成28年7月22日（金）13:30～17:30

場所：仙台太陽光発電所仙台火力発電所 

（東北電力 宮城県宮城郡七ヶ浜町代ヶ崎浜前島１） 

対象：大学等環境安全協議会会員 

タイムスケジュール：13:30工学部出発（集合場所：工学部中央棟（本会会場）東側ロ

ータリー）→14:50仙台火力発電所到着、見学～

３）第32回技術分科会 実務者企画プログラム 

テーマ： 「大規模地震等による被災後の大学の対応」 

コーディネーター： 九州工業大学 中村修先生 

パネラー： 阪神淡路大震災 神戸大学 牧秀志先生 

東日本大震災 東北大学 本間誠氏 

熊本地震 熊本大学 満田昌昭氏，片山謙吾氏，内村玲史氏 

４）平成 28 年度 大学等環境安全協議会第 2 回実務者連絡会集会報告 

日時：平成28年11月17日（木）9:30～11:00（受付：9時開始） 

場所：熊本市国際交流会館5F大広間 （熊本市中央区花畑町4番18号）

対象：実務者連絡会会員 
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議論： 

・実務者連絡会役員からのご連絡 

・平成27年度実務者連絡会プロジェクト報告 

・教育研究機関における実験廃液取扱状況調査に基づく排水および実験 

・廃液講習内容の検討  埼玉大学三田和義氏 

・平成28度実務者連絡会プロジェクト紹介 

 

５）第9回実務者連絡会技術研修会 

○テーマ：安全衛生・廃棄物処理等実務担当者の負担軽減化のためのICT研修 

日時：平成29年3月6日（月）～7日（火） 

共催：筑波大学，高エネルギー加速器研究機構 

会場：筑波山江戸屋 〒300-4352 茨城県つくば市筑波728 

http://www.tsukubasan.co.jp/ 

§１．特別企画研修：本年度で退職となる実務者から後進への技術継承に向けた講演： 

金沢大学吉崎佐知子氏，琉球大学前田芳己氏、筑波大学柏木保人氏 

§２．実務研修：実務におけるＩＴの活用と実施例について１ 

①「外部委託・システム導入で業務効率化」編 

外部委託・システム導入時に押さえておきたいポイント（北海道大学川上貴教氏） 

②「自前で業務効率化」編 

・ エクセルの基礎（九州工業大学中村修氏） 

・ミスのない入力および集計を考えた表の作り方 

・エクセルによる3つの集計方法（数式，ピボットテーブル，マクロ）と 

その選択基準 

・ エクセルの応用（九州工業大学中村修氏，筑波大学藤井邦彦氏） 

・集計業務実践（廃棄物，PRTR，巡視票などを例とした実習を含む） 

・実例：リスクアセスメントツールの紹介とＧＨＳデータの整備について 

§３．実務研修：実務におけるＩＴの活用と実施例について２ 

・データベースの基礎（筑波大学藤井邦彦氏） 

・リレーショナルデータベースの基礎（マスタ，リレーションシップ） 

・応用編（高エネルギー加速器研究機構平雅文氏） 

・実例：高エネルギー加速器研究機構の薬品管理システムの紹介 

 

６）実務者プロジェクトの採択・実施（3件全て継続） 

＊会報 19 号掲載 

 

７）会報第 19 号発行 
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（２）部門活動報告：廃棄物部門  

廃棄物部門 部門長 片岡 裕一  

 

１）実務者連絡会での活動方針 

大学等環境安全協議会実務者連絡会の廃棄物部門では、大学等国立機関を主とする組

織の廃棄物関連業務に従事する実務者がお互い業務に必要な情報の共有化を行い、講習

会等の開催によって問題解決の糸口になる情報・技術の提供を行ない、各員の業務遂行

の一助を行なうことを目指して安全衛生部門と協働しながら様々な取組を実施してい

る。 

 

２）平成 28 年度事業報告について 

    平成 28 年度は安全衛生部門をサポートする形で活動を行った。 

 

３）平成 29 年度事業活動について 

平成 29 年事業活動は、廃棄物処理を学内で実施している機関等が減少し業務が管理

中心となるなかで、新たな廃棄物部門のあり方が必要と考えている。新部門長・副部門

長、実務者連絡会世話人のもとで、実務者間の連携を取りながら実務者集会等で現在の

課題を拾い上げ、廃棄物関連にこだわらず、それを 11 月や 3 月の集会・研修会におい

て必要な情報の共有化して問題解決の糸口を探っていく予定である。 

 

日時 事業名 概要 

平成 29 年 

7 月 20 日 

平成 29 年度第 1 回大学等環境安全協議会 実務者連絡会集会 

場所：神戸大学百年記念館六甲ホール 

 

平成 29 年 

11 月 

平成 29 年度第 2 回大学等環境安全協議会 実務者連絡会集会 

 

 

平成 30 年 

3 月予定 

大学等環境安全協議会 第 10 回実務者連絡会技術研修会 

場所：静岡大学 

2 日間開催

予定 
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（３）部門活動報告：安全衛生部門 

安全衛生部門 部門長 金澤 浩明 

 

１）実務者連絡会での活動方針 

大学等環境安全協議会実務者連絡会の安全衛生部門では、各大学の安全衛生業務に従

事する実務者がお互い業務に必要な情報の共有化を行い、講習会等の開催によって問題

解決の糸口になる情報・技術の提供を行ない、各員の業務遂行の一助を行なうことを目

指して様々な取組を実施している。 

 

２）平成 28 年度事業報告について 

日時 事業名 概要 

7 月 21 日 平成 28 年度第 1 回大学等環境安全協議会実務者連絡会集会 

場所：東北大学 工学研究科 総合研究棟 講義室 2（110 号

室） 

参加者数 33 名

 

7 月 22 日 実務者連絡会企画見学会 

場所：仙台太陽光発電所、仙台火力発電所（東北電力様） 

参加者数 10 名

11 月 17 日 平成 28 年度第 2 回大学等環境安全協議会実務者連絡会集会 

場所：熊本市国際交流会館 ５F 大広間 

参加者数 34 名

平成 29 年 

3 月 6 日～

3 月 7 日 

大学等環境安全協議会 第 9 回実務者連絡会技術研修会 

場所：筑波山江戸屋 

共催：筑波大学、高エネルギー加速器研究機構 

参加者数 32 名

 

３）平成 29 年度事業活動について 

平成 29 年事業活動については新部門長・副部門長、実務者連絡会世話人、各大学の

実務者と連携を取りながら実務者集会等で現在の課題を拾い上げ、それを 11 月や 3 月

の集会・研修会において必要な情報の共有化を図ってゆく予定である。 

 

日時 事業名 概要 

平成 29 年 

7 月 20 日 

平成 29 年度第 1 回大学等環境安全協議会 実務者連絡会集会 

場所：神戸大学百年記念館六甲ホール 

 

平成 29 年 

11 月 

平成 29 年度第 2 回大学等環境安全協議会 実務者連絡会集会 

 

 

平成 30 年 

3 月予定 

大学等環境安全協議会 第 10 回実務者連絡会技術研修会 

場所：静岡大学 

2 日間開催

予定 
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２．平成２８年度決算案報告（監査資料） 
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３．平成 29 年度・30 年度 実務者連絡会の新体制・役員 

 

役 職 名 氏 名 大 学 等 名 

世話人（大環協理事） 秋吉 延崇 岡山大学 

世話人（大環協理事） ★中山 政勝 静岡大学 

世話人（大環協監事） 平  雅文 高エネルギー加速器研究機構 

世話人 大泉  学 新潟大学 

世話人 田平 泰広 長崎大学 

世話人 荻野 和夫 群馬工業高等専門学校 

世話人 榊原 洋子 愛知教育大学 

監 事 ★坂下 英樹 広島大学 

廃棄物部門 
部 門 長 濵田 百合子 鹿児島大学 

副部門長 ★近藤 良夫 群馬大学 

安全衛生部門 
部 門 長 ★藤井 邦彦 筑波大学 

副部門長 ★古謝 源太 琉球大学 

  

★は新任 

 

 

※その他分担 

・新規加入等連絡先：世話人（大環協理事） 

・ホームページ・メーリングリスト・SNS 管理担当：○平 雅文，藤井 邦彦 

（メーリングリスト配信許可は，世話人（大環協理事）も行う） 
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４．平成 29 年度事業計画案 

（１）平成 29 年度技術賞推薦に関わる報告  

（２）事業計画 

１）プロジェクト募集 

3 件程度，新規募集する(各 5万円程度) ・・・8月末日締切 

２）第 1回 実務者研修会「水銀汚染防止法対応の事例紹介」 
  日時：平成 29 年 7 月 19 日（水）13：30～15：30 

      場所： 神戸大学 瀧川記念学術交流会館「水銀汚染防止法への対策」 

 

３）第 19 回実務者連絡会集会・総会 

日時：平成 29 年 7 月 19 日、20 日（木） 

場所： 神戸大学瀧川記念学術交流会館、百年記念館六甲ホール 
 

４）実務者連絡会企画見学会 

日時：平成 29 年 7 月 21 日（金） 研修会終了後 

      場所：東水環境センター 

 

５）第 33 回技術分科会実務者連絡会企画プログラム 

日時：平成 29 年 11 月 17 日，18 日（予定） 

場所：京都工芸繊維大学    

内容：未定 

  

６）第 10 回実務者連絡会技術研修会 

日時：平成 30 年 3 月頃 

場所：静岡大学農学部（静岡キャンパス）  
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５．平成 29 年度予算案（資料） 
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６．実務者連絡会の現状 

（１）SNS のお知らせ 

実務者連絡会メンバーの情報交換及び相互理解を深めるため、SNS サービス（Social 

Networking Service）を運用しています。このサービスは、人と人とのつながりを促進・

サポートするコミュニティ型の会員制のサービスです。会員間の相互理解を深め、テーマ

を絞った掲示板を作成し、情報交換を行うことが出来ます。 

この SNS へ参加するには、管理者から招待状を受け取らなければなりません。参加に当

たっては以下の条件があります。 

1.実名で登録する。（ハンドル名不可） 

2.参加者は実務者連絡会メンバーに限る。 

3.SNS 内で知り得た情報を、情報提供者の了承無く外部に漏らさない。 

4.他参加者に対して著しく不快感を与える行為を行わない。 

参加は無料です。参加ご希望の方は、世話人までご連絡ください。 

 

（２）実務者連絡会への会員登録 

実務者連絡会名簿への登録をお願いしています。まだ、登録されていない方、新規に登

録希望の方は、電子メールでお申込みください。詳しくは、実務者連絡会ホームページ

「会員名簿」をご覧ください。 

 

（３）Web ページのお知らせ 

実務者連絡会のホームページを立ち上げています。実務者を対象とした情報を掲載して

いきたいと思います。大環協ホームページからリンクが張ってあります。 

また，「他機関（大学等）局所排気装置検査者養成講習受け入れ情報」について，7月 7

日に更新していますので，ご確認ください。 

 

実務者連絡会 HP http://www.daikankyo-eng.org/public/ 

 

（４）労働安全衛生改善事例サイトの公開停止のおしらせ 

 運用上の問題が発覚したため、現在公開を停止しています。今後、運用方法等、対応を議

論します。 

 

 

７．各部門より連絡 
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８．第 10 回実務者連絡会技術研修会お知らせ 

 

タイトル：「大学における廃棄物処理について」   

開催日時：平成 30 年 3 月 5日（月）13:30 ～ ，6 日（火） 9:00 ～ 

開催場所：静岡大学（静岡市駿河区大谷 836）（http://www.shizuoka.ac.jp/） 

主  催：大学等環境安全協議会実務者連絡会    共  催：静岡大学 

会  場：静岡大学 農学総合棟他 

対  象：大学等環境安全協議会会員 

 

 本研修会は、廃棄物に関する業務を行っている各機関の実務者相互の情報交換とスキル

アップを目的としている。大学等では日々新たなる発見のため様々な研究を行っている

が、それに伴い廃棄物についても研究と同様に新たなものが排出されている。実務者連絡

会では研修会や会報等により各機関の連携と技術継承の一役を担っている。そこで今回は

記念となる第 10 回技術研修会でもあり、大学等環境安全協議会・実務者連絡会を初期か

ら支えてきた浜松医科大学 鈴木一成様並びに大環協前会長の京都工芸繊維大学 山田 悦

先生の両名を講師として迎え、今での経験などを講演していただく予定です。年度末で大

変お忙しいところではありますが、本研修会への参加についてご検討下さい。 

 

プログラム  

平成 30 年 3 月 5日（月） 

13:00～13：30 受 付 

 13:30～13：35 開催挨拶   

 13:35～13：45 共催大学挨拶   

 13:45～15：00 基調講演「あれこれ廃棄物との格闘」 浜松医科大学 鈴木一成 

 15:00～15：15 休 憩 

15:15～15：40 講演者への質問  座長：北海道大学 川上貴教 

 15:45～17：15 企画「 検討中 」  

18:00～20：00 懇親会 

 

平成 30 年 3 月 6日（火） 

9:00～10：30 静岡大学の安全衛生と廃棄物管理について（仮） 

静岡大学 中山政勝，岡野衣沙 

 10:30～10：45 休 憩 

10:45～11：45 特別講演「金属水銀の実験排水系流出とその後」 

     講演者：京都工芸繊維大学 山田 悦 

11:45～12：00 閉会の挨拶 
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Ⅲ 平成２９年度事業報告

１．実務者連絡会プロジェクト報告

（１）新規採択中間報告：２件

１）「大学等において貯蔵または廃棄物として排出される水銀使用製品・廃棄物の

洗い出し調査」

〇富沢 美紀（筑波大学）、岡野 衣沙（静岡大学）、藤井 邦彦（筑波大学）

プロジェクトの目的

水俣条約が平成 29 年 8 月 16 日に発効された。それに伴い、国内では水銀汚染防止法が

施行され、さらに 10 月 1 日には廃掃法の改正が行われた。これらの法律の施行により今後、

水銀の管理が厳しくなるとともに需要は低くなり、廃棄物の処理コストも年々上がってい

くと考えられる。

これらの法律に対応するべく、多くの大学等で積極的に水銀使用製品や貯蔵量の把握お

よび水銀系廃棄物の回収を行っているが、大学等は様々な研究を行っている環境から特種

な水銀使用製品の所有や水銀系廃棄物の排出も予想される。

そこで、本プロジェクトでは各大学等が所有・排出している水銀使用製品・廃棄物とそれを

所持していた学部(研究内容)を調査・リスト化し、その情報共有を行うことにより大学等に

おける適切な水銀の管理を目指すことを目的とする。

進捗状況

筑波大学においても、平成 29 年度に水銀系廃棄物の回収を行い、物理系の学科で“金属

水銀含有の整流器や基盤”、化学系の学科で“金属水銀含有の水素化装置”といった特種な

水銀系廃棄物が回収された。

また、文献調査や各大学の情報により、水銀は顔料・塗料、農薬、歯科材料、化学系の触

媒、土木系の測定器など様々な分野で使用されていたことがわかり、それとともにある程度

所有している可能性のある分野を把握することができた。

これらを基に、特種な水銀使用製品・廃棄物の洗い出しを中心にアンケートの作成を行った。 

今後の予定

 今後、各大学等を対象にアンケート調査を行い、特種な水銀使用製品・廃棄物についてリ

スト化を行う予定である。リストを作成するにあたり、公表の仕方に配慮しながら、可能な

限り各大学等から集めた写真を用いて、視覚的にわかりやすい資料を作成できるよう進め

ていく予定である。
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２）「局所排気装置（ドラフト）メンテナンス手法の教育資料作成について」 

○川村 真里（静岡大学）、塙 浩之（茨城大学）、金澤 浩明（茨城大学）、 

川上 貴教（北海道大学）、中村 修（筑波大学）、藤井 邦彦（筑波大学） 

 

はじめに 

国立大学法人化を前に、各大学では労働安全衛生法に対応するため化学物質を扱う場所

に局所排気装置（ドラフト）が設置された。設置後十数年経ち使用頻度等により装置の不具

合や故障が目立ち始めている。ドラフトは、健康被害や安全を確保するための重要な装置で

あり日々のメンテナンスを適切に実施し性能を維持することが、作業主任者としての役割

として求められている。しかし、実際にドラフトのメンテナンス作業（スクラバー、プレフ

ィルター清掃等）を行っているのは、各研究室に配属された学生が担っていることが大半で

ある。 

しかし、作業を担っている学生を対象としたドラフトのメンテナンス教育は少なく、マニ

ュアル化されていないため研究室毎に先輩から口伝で伝わっていることも多い。そのため、

毎年学生からメンテナンス手法についての質問や問い合わせが多数あることを踏まえ、学

生を対象としたわかりやすいメンテナンス教育資料の作成を目的として本プロジェクトを

進めている。 

 

進捗状況 

日常業務でドラフト不具合、スクラバー清掃時等の作業記録を写真に保存し、データ収集

を行った。また、プロジェクトメンバーからドラフトメンテナンスやドラフト教育を実施し

ている大学から情報提供を受け、様々なアイデアから生まれたメンテナンス手法や教育資

料得ることが出来た。それら資料を参考とし、内容構成の検討を行った。 

・局所排気装置の必要性 

・局所排気装置の種類・構造 

・プレフィルター清掃 

・スクラバー清掃方法（乾式、湿式） 

・循環水交換方法 

・活性炭フィルター交換 

・不具合事例 

 

今後の展望 

今後は随時作成した教材を修正・変更等を行い完成させる。6 月頃に本学の安全教育を実施

予定である。安全教育終了後、参加者へのアンケート調査を行い、資料を修正し、学生に向

けリーフレット作成を試みる。 
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３）ナフタレン（防虫剤）の代替えの検討 

 

 

（２）継続報告：１件 

１）特別有機溶剤に係る作業環境測定等に関する実態調査 

 代表：東北大学  三上 恭訓 

 

今後，作業環境測定に関する以下のようなアンケートを作成し、グーグルフォームを用い

て実務者連絡会会員の皆様に照会することを予定している。 

 

（設問例 1） 

Q1.作業環境測定の測定者はどなたでしょうか？ 

A1-1.作業環境測定機関（いわゆる外部委託） 

   -2 自社測定 

   -3 部局ごとに異なる（例：工学部は自社測定、残るは外部委託） 

Q2.作業環境測定機関と回答された方に伺います。 

  測定費用の負担は？ 

A2-1.大学本部負担 

   -2.大学部局負担 

   -3.研究室負担 

   -4.その他（        ） 
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（３）最終報告：２件 

１）利き手”に着目した安全と作業環境の向上に関する基礎調査 

 

○牧野育代（東北大学、プロジェクト代表）、榊原洋子（愛知教育大学）、 

中村修（九州工業大学）、菊池都士（東北大学）、富樫 晋（東北大学）、 

中村 剛（東北大学）、三上恭訓（東北大学）荻野和夫（群馬高等専門学校） 

 

はじめに 

 身体的な傾向として、右利きあるいは左利きといった、“利き手”によって、道具の使用

や物の配置に関して不便、便利の意見が分かれる。実験室や作業場などは一つの空間の大き

さが限られており、その範囲で複数の人々が共同あるいは単独で作業にあたる。限られた空

間において作業する人々にとって、安全と作業環境の確保は、まず始めに熟慮される重要な

要素であるものの、互いのスキルや身体的傾向に関する情報は共有化されておらず、このこ

とが作業効率低下の一因となっていることが考えられる。本申請では、このような“利き手”

の違いがもたらす作業リスクに関係する基本的事項について調査した。 

 

目 的 

 人間の身体には優位性が潜んでおり、それが左利き、右利きなど、具体的な身体表現とな

って固定されてくる。身体の優位性は利き手がよく挙げられるが、その他にも目、耳、足、

脳半球などに優勢性が認められている（Maclean, Paul, The Triune Brain in Evolution: 

Role in Paleocerebral Fun-ctions, 1990）。優勢性をもつ身体表現は、ともすればその使い

良さから片方のみを酷使することになりかねない。一方、周りの人々と比較して自身の身体

的優位性がマイナーであった場合には、周りとの関係性や物の使い勝手の悪さからストレ

スが生じる。このように、身体の優位性は生活の質を変える要素となり、さらには周りの

人々も巻き込むことがある。大学の化学実験の授業では、材料の配置、目盛りの読み方、機

具の扱いなど、実験に必要な全てが右効きにあわせて設計されている。実験室や作業場など

は一つの空間の大きさが限られており、その範囲で複数の人々が共同あるいは単独で作業

にあたる。限られた空間において作業する人々にとって、安全と作業環境の確保は、まず始

めに熟慮される重要な要素であるものの、互いのスキルや身体的傾向に関する情報は共有

化されるような仕組みは皆無なのが現状である。 

 実験室や作業場のような比較的小さな空間におかれると、特に身体的な傾向として、右利

きあるいは左利きといった“利き手”によって道具の使用や物の配置に関して不便･便利の

意見が分かれることが想定される。まずは、このような“利き手”の違いがもたらす作業リ

スクを調査し、そのリスクを克服するための対処案を検討する。 
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進捗状況 

 これまで、文献調査による基礎知識の構築を重点的に進めた。“利き手”の違いが日常生

活に及ぼす影響などを題材にした調査報告では、共同作業を前提とした作業場の環境や安

全面の確保以前に、作業に用いる道具の適正（あるいは不便さ）について、作業者一人一人

が認識する必要があることを示していた。“利き手”の後天的変化により、周囲の環境への

適応が可能である一方、その変化の程度には時間的要素と身体的な訓練とが関係しており、

ある程度の年齢になってからでは習得に困難を伴う。頻度が限られるスポット的な化学実

験や精密機器を扱う作業においては、その点に十分に気を配らなくてはならない。 

 

今後の展望 

安全と作業環境の確保はまず始めに熟慮される重要な要素である。作業の場においては、

“効き手”のみならず、“効き目”、“利き足”などといった、いわゆるドミナンスファクタ

ーがその効率性と安全性を左右する要素となり得る。これらの作業効率にかかわるファク

ターを総合的に考察するためには、1．実験初期段階における作業風景の撮影画像、2．個人

の身体的傾向の自己把握、そして、3．身体的傾向の名乗り（周知）後の作業風景の撮影、

といった、個人レベルでの作業効率の変化を時系列で検討するデータや資料の取得が重要

となることが明確になった。これらが、本プロジェクトによる文献調査、及びディスカッシ

ョンにおいて認識できた成果である。  

次なる展開としては、これらデータや資料の取得に向けて、新たに研究計画を立てて広く協

力を求めていく方向を思案している。 
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２）「教育研究機関における実験廃液取扱状況調査に基づく排水および実験廃液講習内容の

検討」 

○三田 和義（埼玉大学）、岡野 衣沙（静岡大学）、荻野 和夫（群馬工業高専）、 

大泉 学（新潟大学）、片岡 裕一（福井工業高専） 

 

プロジェクトの目的 

教育研究機関においての実験廃液処理は、自前処理から業者委託へと変わってきた。それ

に伴い、実務者の業務内容はスムーズな廃液の処理業者への受け渡しが中心となってきた。

実験廃液等の処理においては、「廃棄物の処理および清掃に関する法律」を根幹とする法令

を遵守し、機関内で定めた「取り扱い方法等」に従い対応している。排水および実験廃液に

関する説明の対象は、実験が初めてな学生、卒業研究を始める学生、大学院生の他、新採用

教職員などであり、対象者の年齢や知識の幅が広く、すべての対象者に同一な内容の講習や

説明を行っても大きな教育効果は期待できない。現在、講習や説明内容は、対象者を考慮し

つつ学外への排水の影響等を考えた実験廃液の回収の要・不要の判別など理想と現実に問

題意識を持ちながらケースバイケースで実務者が判断している場合が多い。そこで、本プロ

ジェクトでは排水・実験廃液について教育対象者を階層化して各層に適切な講習内容を検

討し、教育効果を向上させる事を目的として、本プロジェクトを実施した。 

 

プロジェクト結果 

平成 29 年度は、先に作成した大学 4 年生用、2 年生用の 2 つの説明会用資料を参考にし

ながら、高専の 2 年生用の説明会用資料を新たに作成した。説明会用資料の内容としては、

家庭と大学での廃棄物・排水の取り扱い方の違い、廃液の危険性の説明、廃液と排水の違い、

廃液の取扱方（廃棄ではなくタンクに移し入れる等）、思い込み・感覚に頼る曖昧さの危険

性、排水における例題を交えた実際の基準値の小ささの説明等を入れ、大学のルールに従っ

ての作業が重要であるように作成した。また、実際の操作においては、細かく説明するので

はなく、実験テーマ毎に設置されている廃液タンクへ確実に入れること、不安や疑問点があ

った場合は、速やかに TA や指導教員に聞くことを重要視するようにした。作成中に大学と

高専において授業の担当形態等の違い等を指定されたが、各大学においても違いがある事

からここでは一例としての資料作成という事にして作業を進めた。 

成果については、3 月 5、6 日に静岡大学で行われた第 10 回実務者連絡会において、アン

ケートのまとめ、熊本での発表パワポ資料、大学 4 年生用・2 年生用、高専 2 年生用に作成

したワパポの pdf を CD に焼いて配付した。 

 

【配布資料抜粋について「Ⅴ 寄稿」に掲載】 
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２． 平成２９年度大学等環境安全協議会実務者連絡会集会・研修会・見学会 

（１）集会 

１）第１回（神戸大学） ・・・参加者：31 名                

日時：平成 29 年 7 月 20 日（木）9：00～12：00   

場所： 神戸大学 瀧川記念学術交流会館 

内容の概略： 

・平成 29 年度予定について 

・プロジェクトの応募状況について 

・廃棄物部門及び安全衛生部門の現状と課題について 

    ・現在取り組んでいる問題・課題等（参加者から） 

 

２）第２回（京都工芸繊維大学） ・・・参加者：25 名 

日時：平成 29 年 11 月 16 日（木）９時から   

場所：京都工芸繊維大学 松ヶ崎キャンパス１号館      

内容の概略： 

   ・今後の活動計画・方針について 

       ・プロジェクト推進状況について 

       ・廃棄物部門及び安全衛生の現状と課題について 

       ・現在取り組んでいる問題・課題等（参加者から） 

（２）研修会 

１）水銀汚染防止法対応の事例紹介（神戸大学） ・・・申込者：34 名   

日時：平成 29 年 7 月 19 日（水）13：30～15：30 

場所： 神戸大学 瀧川記念学術交流会館 

内容の概略：事例紹介（筑波大学，群馬大学，静岡大学，熊本大学，鹿児島大学， 

琉球大学）（コーディネータ：鹿児島大学 濱田 百合子） 

 

２）大学等における排水管理に関する研修会（京都工芸繊維大学）・・・参加者：36 名  

日時：平成 29 年 11 月 15 日（水）13：30～16：00   

場所：京都工芸繊維大学 松ヶ崎キャンパス３号館  

内容の概略：事例紹介（埼玉大学、神戸大学、山口大学、鹿児島大学） 

（コーディネータ：鹿児島大学 濱田 百合子） 

 

３）第１０回大学等環境安全協議会実務者連絡会技術研修会（静岡大学静岡キャンパス）

日時：平成 30 年 3 月 5日（月），6日（火）    ・・・参加者：４０名   

場所：静岡大学 静岡キャンパス     
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内容の概略： 

・基調講演「静岡大学の安全衛生と廃棄物管理について」   

   静岡大学 中山政勝、川村真里、岡野衣沙 

・特別講演「あれこれ廃棄物との格闘」 浜松医科大学 鈴木一成 

     座長：北海道大学 川上貴教 

・総合討論（最近のトピックス、今後の展開） 岡山大学 秋吉延崇 

・特別講演「金属水銀の実験排水系流出とその後」 

京都工芸繊維大学 山田 悦 

 

【詳細報告について「Ⅴ 寄稿」に掲載】 

 

（３）実務者連絡会企画見学会（神戸 東水環境センター） ・・・参加者：36 名  

日時：平成 29 年 7 月 21 日（金） 研修会終了後    

場所：神戸市東水環境センター         

内容の概略： 

こうべバイオガス事業など近年の主要プロジェクト関連施設を中心に見学 

 

【詳細報告について「環境と安全」第８巻・第３号に掲載】 

 

（４）第３３回技術分科会 実務者連絡会企画プログラム     

日時：平成 29 年 11 月 16 日（木）15：30～17：15 

場所：京都工芸繊維大学 

内容の概略： 

「高圧ガス保安法令改正とその対応について」大阪大学 准教授 百瀬 英毅 

「受動喫煙対策について」 

・労働安全衛生法との関係 九州工業大学 准教授 中村 修 

・大学での取組み事例１ 岡山大学 秋吉 延崇 

・大学での取組み事例２ 静岡大学 中山 政勝  
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Ⅳ 特集 ～大学等環境安全協議会実務者連絡会２０周年～

１．世話人・監事・部門長・副部門長から

（１）実務者連絡会２０周年，そして次の１０年へ

静岡大学安全衛生センター  中山 政勝

世話人     H29.7.1～ 

安全衛生部門長 H25.4.1～H27.3.31 

副部門長 H24.4.1～H25.3.31 

 私がこの業界（大学における安全衛生，廃棄物管理）の業務を学内で担当するようになっ

て９年が経ちました。元々は研究室付きの技術職員として日々過ごして来ましたが，化学物

質管理システムを全学的に導入するに際し，この業界へ足を踏み入れました。今までは研究

室の単位（20～30 名）であったものが，キャンパスや大学全体を想定した仕組みを検討す

る必要があり，先輩や教員と相談し大いに悩みながら一つずつ問題を解決してきました。

 始めは化学物質管理システム運用が主業務でしたが，ある程度落ち着いた辺りから衛生

管理者や安全管理に関する様々な業務をこなしつつ，他人事と思っていた実験廃棄物に関

する業務も新しい組織設置と共にやってきました。しかも，人員追加無しでコストダウンと

いうよくありがちな無茶振りです。この無理難題に多いに力になったのは，本会である実務

者連絡会です。初めて実務者連絡会のイベントに参加したのは，実務者連絡会企画第２回技

術研修会（名古屋工業大学）だったような気がします。

その翌年，静岡大学（浜松）で第３回技術研修会を開催することになり他大学の実務者の

皆様と知り合いになれたのは，業務を進めていく上で大きな財産となりました。当時は，右

も左も分からない状況ながら化学物質管理としてやるべきことや気をつけることなどの諸

先輩方からのアドバイスは身に染み，情報収集や連携による重要性とパワーを感じました。

良好事例は積極的にアピールし，失敗事例などは隠したくなりますが，再発防止には失敗事

例が改善への手がかりになることも本会の先輩実務者に教えていだだきました。

さて，ここ数年は財政的な問題により人員削減やコストカットが大学内で行われていま

す。確かに無駄な業務や不必要なものに貴重な財源を投入することはありえません。私が大

学に勤めて２０数年経ちますが，同じ技術職員として働いていた人員は激減し業務も多岐

に渡りながら日々教育研究のサポートをしています。安全衛生活動により事故事例を注意

深く検討すると，負担は弱いところや末端に集中しているような気がします。いままで無か

ったような事故が発生する原因として，様々な経験を有している実務者が少なくなってお

り目が行き届かなくなってのことも一つの要因と考えられます。実務者連絡会も世代交代

の波に飲み込まれつつあり，会発足当時のメンバーも少なくなり貴重な経験が失われつつ

あります。この危機的状況に目をそらさず，教育研究機関の安全と安心を維持していくため

に，よく現場を知っている実務者が声を上げる必要があろうと感じていますが，何せ立場が

弱い。しかし，会を存続し未来へつなげるために，全国で日々誠実で献身的な業務遂行して
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いる実務者連絡会会員の協力を得ながら，微力ながら今後１０年も本会ならびに大学等環

境協議会の発展と継続的につなげて活きたいです。今日も人知れず黙々と所属機関の環境

と安全に尽力している皆さん，一緒にがんばりましょう！ 

 

 

（２）鈴木一成さんとの出会いから技術者交流会へ，あこがれと感謝 

                           愛知教育大学  榊原 洋子 

 

廃棄物処理に関わる実務者の中でも極めて困難な廃液処理に取り組んでこられた鈴木一

成さん（以後，一成さん）が，とうとう浜松医科大学を退職するらしいという危機感が実務

者連絡会の中で高まってきて，「実務者連絡会で鈴木さんの話をちゃんと聞きたい」という

たくさんの方の希望が第 10 回実務者連絡会技術研修会でやっと叶った（何を隠そう，私自

身が鈴木さんの話をちゃんと聞きたくて仕方がなかったわけで，世話人としては公私混同

の感も多いにあった・・・）。 

私は実務者連絡会の前にあった技術者交流会が設立される 1 年前，名古屋大学で行われ

た大学等廃棄物処理施設協議会技術分科会に，一人で，初めて参加した。1 日目の「廃棄物

の処理」をテーマにした深く，広く，高度で，専門的なセッションが終わった後の懇親会会

場『シンポジオン』で，知った人もおらずにポツン（ぼぉ…）としていたところ，一成さん

に「初めての参加？大学ではどんなことをしているの？」声をかけていただいた。この日の

ことがきっかけとなって，私は顔を上げて環境安全の分野に進んでいくことになったと言

い切ってよいと思う。 

その頃の私は，愛知教育大学で教室系技官として採用され 15 年ほど務めていたが，これ

から先をどうしようかと真剣に悩んでいた。教室系技官とは『教育研究の補助支援』が主な

業務という職種で，全国的に定員削減の憂き目にあう問題を抱えていた。その 3 年ほど前

に突然，私の尊敬する恩師であり，研究にずっとかかわらせて下さった教授ががんで亡くな

り，深い悲しみとともに，研究室解散で長くかかわってきた研究テーマも半端に途絶えてし

まった。その後，短期的な研究支援や雑務の間をさまよう中で新しく提示された業務の一つ

が「実験系廃棄物（主に無機重金属廃液）の処理」支援であった。愛教大の実験廃液は，他

大学と比べればさほど多いとはいえないが，化学系の教員がボランティア的に担うには相

当大変なのは誰が見ても明らかであった。分析の仕事はある程度経験があったが，様々な研

究活動から排出される実際の廃液の無害化処理は初めてのことで，「うまくいっている」と

いう自覚も達成感も持てないまま格闘した。毎日全く余裕がないほど忙しく働きながらも

上達している感覚も持てず，「このまま仕事を続けていくことは，若い人たちの就職のじゃ

まになるのではないか」などと量産されるポスドク問題を耳にするたびに心が折れそうに

なっていった。ある時，愛教大水質汚濁防止検討委員会が団体会員となっていた「大学等廃

棄物処理施設協議会（＝大廃協）」への参加を化学系教授に勧められ，鈴木さんと出会った。 
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「実験廃液処理を手伝うことになった。廃液中に混在する化学物質を事前に申告してもら

っているが，あとで分析すると全くうまく処理できていない。そればかりか，廃液を扱う場

面で不安や怖さを感じることも多々ある。経験を積めばホントにうまくなるのか」など，泣

き言を訴えていたであろう私に，「協議会の会報資料を見たことある？」，「うちの大学で使

っている資料あげようか」，「少し時間がある時に，公害防止管理者の資格を取ってみるつも

りで勉強してみたら？」と，すぐに行動に移すことができるアドバイスをいくつも提示して

くれた。その頃，京大環境保全センターの真島さんが中心となって「技術者ネットワーク」

を立ち上げようとしていることも教えてくれた。 

知識も技術も経験もなく，不安しかない私だったが，「いろいろあるかもしれないけれど，

きっと大丈夫。なんとかなるかもしれない」と『なぜか不思議な安堵感』を得て，名古屋大

学からの帰り道には足取りが軽くなったことを記憶している。次に会ったのは，その年の 11

月に大阪大学で行われた大廃協総会研修会で，一成さんが技術賞を受賞された時であった。

一成さんの受賞講演は，「処理困難廃液の前処理への取り組み」で，浜松医科大学医療・研

究系液状廃棄物の処理系統のフロー図がまず提示されたことが印象的であった。浜松医科

大学内の処理施設で処理することとなっている廃液の種類があまりに多く，しかも処理装

置で直接処理できない状況も明確に示され，その課題解決のための効果的な前処理につい

て検討されてきた事例について報告していた。具体的には，電顕試料に用いられる混合カコ

ジル酸廃液，水銀含有のチメロサール消毒剤，核酸研究分野から排出されるようになった水

にも灯油にも溶けないフェノール-クロロホルム廃液であった。 

この講演で示された報告の内容は大廃協会報に残されているので，現在でも見ることが

できるけれども，どれも実際の医療研究現場から当たり前に排出される廃液だが，純物質と

違い処理を困難にする要因を多数含んでいる。その要因をシンプルに分けて，ひとつずつ片

づけていくのだが，「廃液」の処理コスト（手間・暇・お金）はできるだけかけないで合理

的でより安全な手法として構築されている。もちろん，この協議会の使命ではあるけれども，

医療系大学から排出される廃棄物の処理を，個人の使命として自ら課して責任を果たして

いるような報告に思えた。 

当時の私が講演の内容を一度聞いて理解するのは難しかったが，「講演報告で示された非

常にシンプルなフロー図の舞台裏では，いったいどれだけの廃液との戦いが繰り返された

のだろうか」と思わずにはいられなかった。それだけ，実験データによって検証されて確立

された手法であることは理解できた。 

このとき，数か月前に初めて会って声をかけてもらった時の「不思議な安堵感」を思い出

し，納得できたような気がしたのだが，その理由はまさに「一成さんが処理困難な廃液に立

ち向かってきた技術者」であり，「これからも立ち向かい続ける技術者」として，私を新人

の『同士』として扱ってくださったことを肌で感じたのだと理解した。この協議会には，そ

のようなすごい実力を持った技術者がたくさんいる。これらの頼りがいのある技術者は，新

人の技術者にも偉ぶることなく，みんなで高みを目指そうとネットワークも作ってくれよ

 -　23　-



うとしている。だから，自分の大学の中では一人でも，ここに来れば決して一人ではないと

思えた。「確かな技術を伝授してもらいながら，コツコツ目の前の廃液処理に励み，いつか

たとえ小さなことでも新しい何かを見つけたら，ぜひ同士に披露して役に立ちたい」と願う

ようになった。この年の一成さんとの出会いが技術者連絡会への参加のきっかけとなり，次

の年に東大で始まった第１回技術者連絡会で，勇気を振り絞って発言したことで一成さん

以外の技術者のみなさんにも知っていただくことができた。その後も，困った時にはいつも

「一成さん」の顔が浮かび，電話したり，出かけていったりした。その期待は裏切られるこ

とがなく，「○○読んでみたことある？」，「△△大学の××さんに聞いてみたら？」と端的

なアドバイスをくれた。 

2009 年に実務者連絡会に安全衛生部門を発足させることになり，その初代部門長に推薦

された。正直なところ，前例がない部門活動をうまく展開させる自信もなく気が重かったの

だが，「大学の安全衛生は始まったばかりだし，少しでもうまい方法を見つけたり創ったり

して共有していけばよい。誰がやってもいいんだ」と，初心に返って「情報の収集と共有」

をいうテーマを掲げて部門活動を発信することにした。協働的で楽しく学びあうことがで

きてとても充実した日々であったが，技術者連絡会発足時の先輩方を思い出すと改めてそ

の大きさを知ることにもなった。 

その後，廃棄物処理を自前で行う大学が減っていく中で，一成さんがオスミウム廃液の処

理手法の開発を手がけていると耳にした。オスミウム，ベリリウム，タリウムの 3 元素は廃

液の適正処理手法が確立されておらず，「各大学で永久保管か？」という代物として認識し

ていたが，ほどなく「それにあえて挑戦している人がいて，それが一成さんで，しかもすで

に特許申請してプラント化を進めている」と聞いて，なるほどと思った。一成さんは，かつ

て技術賞を受賞した報告の中で，今後の課題として，ベリリウム・有機フッ素廃液とともに

オスミウムを挙げていた。 

今年３月の実務者連絡会企画研修会では，一成さんのオスミウム廃液処理のメカニズム

や処理法開発秘話も盛り込んだ講演を聞くことができた。一成さんは，最初からずっとこれ

まで，自分で決めて向き合ってきた廃棄物処理から目を背けることなく，果敢に戦いを挑ん

でこられた。いくつもの技術を確立し，仲間に惜しみなく語り伝えてくれた。特に，未熟な

新人技術者に対しても，軽い口調で，平たい関係性を醸しながら，苦難な道でもひるまずに

切り開き，後ろから来る私たちが追いつきやすいような道しるべを残してくれた。技術者・

実務者連絡会の研修会や会報にも，まとまった技術資料を提供してくれている。 

先輩方の偉業は憧れであり，それはあまりに大きいので，後から追う私たちにはなかなか

超えられないが，この技術者・実務者連絡会の先輩方はニヤニヤしながら「追い越していい

よ」と言っているような気がする。それに応えるのが，後輩の務めであろう。 

個人的にも，２０年にわたる一成さんのご教示やご指導にいくら感謝しても足らない。そ

の分は，これからの若い人たちとともに学び深めることに尽くしていきたいと思う。 
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（３）第 20 号に寄せて         

 広島大学 環境安全センター  坂下 英樹 

 

 実務者連絡会会報第 20 号発刊おめでとうございます。大環境・実務者連絡会へは平成１

１年頃から毎回ではありませんが参加させていただいております。運営への係わりとして

は平成 23-24 年度に実務者連絡会廃棄物処理部門長を担当いたしました。見学会の企画，

研修企画，大環境の実務者連絡会総会での報告を行いました。貴重な経験をさせていたただ

きありがたく思っていますが，いたらぬところばかりで皆様にご迷惑をおかけしたと感じ

ています。 

平成 10 年に実験排水処理を，次の年からは廃液の処理を担当しましたが，大学内で同じ

実務を行う者は私一人でした。実務者連絡会に参加させていただいたことで，同じ業務を担

う方々のお話を伺うことができたことがとても貴重でした。法人化に際して安衛法対応に

ついての各大学の取り組みを知って，私自身衛生管理者等の資格を取得する動機付けとな

りました。実務者連絡会に参加していなければ安全衛生に携わることも無かったかも知れ

ません。その後，学内処理の停止など業務内容が変化していく中で，なんとか対応してこれ

たことも，実務者連絡会を通して得た貴重な経験によるところがとても大きいと感じてい

ます。これからもどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

（４）実務者連絡会 20 周年によせて           

 鹿児島大学  濱田 百合子 

廃棄物部門 部門長 平成 29 年度～平成 31 年度 

廃棄物部門 副部門長 平成 27 年度～平成 28 年度 

 

私は実務者としての経験がまだ浅く，業務として廃液処理に関わるようになったのが，平

成 22 年からで，実務者連絡会に入会したのは平成 25 年からです。20 周年を迎えた実務者

連絡会の半分にも満たない実務経験のため，実務者連絡会で得られる知識・情報・人脈には

いつも助けられています。 

大学における廃液処理は外注化がすすみ，廃液処理に関わる実務者も大分減ったようで

す。私自身は学内処理施設の廃止後に着任しているので，廃液処理を実際に行なった経験は

ないのですが，実務者の皆様からえられた事故事例や苦労話に肝を冷やし，何とか安全・適

切な処理ができるようにと体制作りと排出者への教育・啓発に活かしています。 

近年は水質汚濁防止法の改正や水銀汚染防止法の制定等により，大学として新たに対応

しなければならない業務も出てきました。こうした法令対応への取り組みについても実務

者連絡会では研修会を開催して各大学等の事例紹介を行なっています。新しい考え方によ

る法令の制定・改正に対し，従来の組織体制では誰（どの部署）が担当するか，どのように
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対処するかというところから問題になります。あるいは仕事だけが降ってきて形骸的な対

応しかできず，肝心な目的が果たされているのか疑問に思うこともあります。実務者連絡会

ではそのようなときに同じような思い・悩み・苦労をしている方々と交流することができ，

時には解決のための情報・意見が得られる貴重な場だと思っていますし，今後もそのような

有益な場にしていけるよう実務者のひとりとして協力したいと思っています。皆様のご協

力もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

（５）実務者連絡会創立 20 周年によせて 

「連絡会充実のために皆さんの積極的な参加を！」 

筑波大学  藤井 邦彦 

安全衛生部門 部門長（平成 29・30 年度） 

 

実務者連絡会には，この 3 月で 8 年半ほどお世話になっております。まだまだ知識も経

験の浅い身ですが，なんの間違いか，2017 年 7 月より安全衛生部門の部門長を担当させて

いただいております。 

私は排水の生物処理に関にする知識は多少持っていたものの，大学への赴任当初は廃棄

物処理についてはもちろん，化学物質管理や安全衛生に関しても全くの素人だったのです

が，当時同僚だった新潟大学の大泉氏に連絡会の皆さんを紹介いただき，また，皆さんも暖

かく迎え入れてくれたことで，人並みに業務はこなせるようになったのかなと感謝してお

ります。転職組ですので，望むと望まざるとにかかわらず齢だけは中堅，ベテランである団

塊の世代の方々がリタイアされていく中，少しでも皆さんへ恩返しができればということ

で足掻いている毎日です。 

今回，会報 20 号記念号の原稿の執筆にあたり，普段は業務に忙殺されてなかなか読むこ

とのできない会報を改めて第 1 号からざっと読み返してみました。連絡会のそもそもの創

立の趣旨は，会報 1 号巻頭で当時の協議会会長，高月先生が挨拶として文章に残されてい

ます。曰く，「廃棄物処理に携わる技官の待遇改善」であり，また，「協議会は現場の意見に

沿った運営が望ましいものの，人前でしゃべりなれている教員の発言が多くなり，現場の人

間の意見が反映されない」とうことでした。その状況を改善すべく理事会には実務者枠（当

初 1 名，2002 年度から 2 名）を取り，さらに本連絡会の創立となったようです。このこと

から，連絡会は実務者相互の情報交換はもちろん，協議会運営への意見をまとめる場として

の役割もあると思うのですが，その目論見どおりうまく機能できているでしょうか。また，

会報を通して読むことで，先輩の実務者がこれまで悩んできた実務の歴史がみえます。それ

までも毒物・劇物や PRTR などの法律対応に関する記述はありましたが，会報 5 号（2002

年度）あたりから法人化へ向けた対応，すなわち廃棄物に加えて労働安全衛生法等に関する

記事が増えてきます。同時に連絡会の基礎がある程度固まってしまったからでしょうか，そ
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れとも法人化による業務負荷が重くなったからでしょうか，それまであった連絡会の方向

性に関する意見・記事が少なくなったようです。 

現在の実務者の置かれている状況に目を移すと，法人化後，私たち実務者は日々積みあが

った業務をこなすことが最優先で，その解決のために連絡会で知り合った方を頼ることは 

あっても，連絡会の将来について考える時間がなかなか取れていないのが現状ではないで

しょうか。さらに，一昨年の安衛法改正に伴う化学物質リスクアセスメントの義務化，昨年

の水銀汚染防止法施行や廃掃法改正など，私たちの苦労にはお構いなしに新しい法律が施

行・改正されていきます。そのため，今後，私たちの担当する業務負担が増えていくことは

間違いありません。会報 17 号で浜松医科大学の鈴木さんも指摘されている通り，現在の連

絡会が取り扱う項目は範囲が広すぎて，年数回，数時間程度の集まりで全てをカバーするに

は無理がきており，本来の目的である「連絡」を果たせていないように思います。今も限ら

れた枠の中で程度テーマを絞った講演会などの開催はできていますが，相互の「連絡」をす

るには圧倒的に時間が足りていません。また，特定の誰かが登壇する方式だと，その人との

質疑応答となってしまい，みんなの前では質問をしたがらない日本人の特性とも相まって，

なかなか全体で討議する場とはならないようです。 

折角実務者が一堂に会する機会なのですから，テーマを絞り込み，その業務に従事してい

る人間が今持っている手札を見せ合い，相補的な意見を交換し合うことこそが本来の連絡

会の姿なのではと考えています。スペードのキングしか持っていなくてもいいのです。それ

を見せることでスペードのキング以外の札を持っている人は，キングを得るために喜んで

他の札を提供すると思いますし，手の内を見せあうことで信頼関係も生まれるものだと思

います。ただ，一方で，異なる分野の実務者間の親交を深めることも重要ですし，そこでで

きたコネクションによって，突然振られた専門外のトラブルが電話一本で解決することも

しばしばあるのも事実です。 

そこで，部門長の立場としては，今後は両者の良いとこ取りができるよう，一か所に全員

が集まるのではなく，複数のテーマを立ててグループ分けし，情報交換する場を設けても良

いか…とも考えております。実際，別の協議会の話になってしまいますが，私立大学環境保

全協議会の研究研修会ではグループに分かれて研修を行っております。 

ただ，そのためには役員以外の皆さんの協力が不可欠です。役員側も全ての実務者の悩みを

把握できているわけではありませんし，全ての業務に精通しているわけでもありません。ま

してや，皆さんと同様，常に本業に追われているため，その要望を取りまとめている時間も

なかなか取れていません。そのため，どうしても企画者の興味がある，旬な業務に関連した

テーマで開催することになってしまいます。 

「うちはこういう取り組みをしたいけれどもここが分からない。うちの進捗を示すから

他の大学の状況も教えてほしい。」，「新しいシステムを入れたので，各大学でどういう運用

をしているか知りたい」といった具体的な話があれば，役員側も企画が立てやすいですし，

より幅広い情報交換ができるのではないかと考えております。「場所を提供するから，この
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話題について役員で計画してほしい」でも構いません。是非，積極的な連絡会への参加・協

力をお願いいたします。 

また，ここ数年，ベテラン実務者の方々が次々と定年を迎えています。上の方でも述べた

ように，法人化後にこの世界へ飛び込んできた方々には，法律の改正・施行に一つずつ対応

してきた世代の方に比べて，初めから覚えなければなければいけないことが山ほどあり，そ

の苦労は推して知るべし状況です。是非，「やることやったし後はよろしく！」ではなく，

リタイアする前に持っている知識を吐き出していただきたいと願っております。 

 

 

（６）大学等環境安全協議会実務者連絡会 20 周年に寄せて 

琉球大学研究基盤センター 古謝 源太（こじゃげんた） 

安全衛生部門 副部門長（平成 29・30 年度） 

 

 実務者連絡会の皆さまこんにちは。平成 29 年度より安全衛生副部門長を務めております

琉球大学の古謝です。このたびは大学等環境安全協議会実務者連絡会 20 周年おめでとうご

ざいます。栄えある記念号の一角で恐縮ですが，私自身大環協に参加してまだ日が浅いため，

若干の自己紹介を交えつつ実務者連絡会の抱負をつづりたいと思います。 

私は平成 25 年 11 月に琉球大学に中途採用され，その月の金沢での技術分科会から大環協

に参加しています。それから沖縄での第 8 回技術研修会の開催に関わる中で諸先輩方に可

愛がられているうちに，前部門長の金沢さんと現部門長の藤井さんからお声がかかり，この

度副部門長の任を受けることになりました。 

 琉球大学では主に化学物質管理システムの運用・学内サポートと，化学物質管理の支援，

啓蒙活動を担当しています。昨今はリスクアセスメント義務化など労働安全衛生法による

化学物質対策強化の動きがクローズアップされており，安全衛生分野に関わるようになっ

てきました。 

 着任した当初は化学物質管理システムの本格稼動の準備と全学への普及，学内の毒劇物

管理の支援を中心に取り組んでいましたが，当時は業務の理解度も浅く，毎日四苦八苦しな

がら化学物質管理システムと学内の教職員の皆様に対応していました。職場内には頼れる

上司，同僚は多くおりますが，内部で対応のアイディアが出なかったときは，大環協を通じ

て知り合った多くの同業の皆様に本当に助けていただきました。多くの先輩方がおっしゃ

るようにこの協議会は私と同じような仕事をしている人とたくさん出会える場所だと感じ

ています。特に実務者連絡会はお互い顔がよく見える距離感で集まること，成功失敗問わず

さまざまな経験談を共感しあいながら意見を交わせることは，この業界に入って間もない

人間にとって大変貴重な時間でした。また同じ業務・同じ立場の人間が全国各地にいること

が実感できるは，個人的に結構大きな励みになっております。 

 若輩者で，さらに遠い島国住まいで皆様と会う機会はそれほど多くありませんが，世話人
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ほか役員の皆様の足を引っ張らない程度に実務者連絡会を盛り上げていきたいと考えてお

ります。これから何かとお世話になりますが，どうぞよろしくお願いします。 

 

 

２．部門長・副部門長経験者から 

（１）実務者連絡会 20 周年によせて 

 －本会に関わり始めたころを振り返って－ 

筑波大学 環境安全管理室・数理物質系化学域    佐藤 智生 

安全衛生部門 副部門長（平成 27 年度～平成 28 年度） 

 

 実務者連絡会 20 周年記念号への寄稿を依頼され気軽に引き受けましたが，参考にと渡さ

れた 10 周年記念号を読み，初めて身の丈に合わないものを引き受けたと困ってしまいまし

た。本会の長い歴史の中でわずかな期間しか関わっていない私ですので，私が本会に関わり

始めたころを振り返って雑感を記すことでお許しいただきたいと思います。 

 私が，初めて大学等環境安全協議会実務者連絡会に関わりを持ったのは平成 26 年 10 月

に大阪大学で開催された技術分科会でありました。その年の 4 月から所属大学で環境安全

管理室室員になり，それまでは一研究者・教育者として，廃液や廃棄物の処理に関してお世

話になったり，巡視対象者として何を指摘されるのだろうかと身構えていたり，学内の講習

会にまれに参加して廃棄物や安全衛生に関する教育を受ける立場であったのですが，突如

として逆の立場になったのです。偉大な先輩教職員に教えを乞うことはできたものの，右も

左も分からないとはこのことでした。そんな中，「大環協というものがあって，そこに行く

と勉強になるよ」とアドバイスを受け，初めて参加したのが大阪大学での技術分科会であり

ました。そこでは丁度，「部門活動 5 年間のあゆみ」という実務者連絡会企画プログラムが

あり，全国の現場から集まった実務者の方々が活発に議論を交わし，また，その後の懇親会

では快く話の輪に入れていただき，そこでより率直な情報交換が行われていることを目の

当たりにしました。その時，話の輪におられた方々には，その後も度々様々なことを教えて

いただいています。 

 実務者連絡会に参加することにより，諸先輩方から公式・非公式にかかわらず多くの情報

を教えていただいたり，どの大学でも共通する問題に対する解決の糸口もいただいたりし，

恐らく学内にいただけでは想像もできないほどの蓄積が短期間のうちに私の中にできたの

ではないかと思っています（まだまだ表面的なところだけであり，ベテランの方々が感じて

おられる深遠なところにはもちろんまだまだ到達してないのですが）。そういった意味で，

この実務者連絡会には大変感謝していますし，そのことがこの連絡会のひとつの大きな役

割だと感じています。前述したような敷居の低さと，現場からの広範な情報やホットな話題

が共有できる場であることから，実務者連絡会の役割はますます大きくなるものと期待し

ています。 
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（２）実務者連絡会への要望         

筑波大学 環境安全管理室  中村 修 

廃棄物部門 部門長（平成 26 年度） 

 

私は平成 26 年度より 1 年間，廃棄物部門の部門長を担当しました。任期を一年以上残し

て任免された，かつての同僚（進藤拓氏）のピンチヒッターでした。大過なく任を果たせた

のではないかと考えています。周りの方々に恵まれていました。実務者連絡会は私にとって

かけがえのないものです。だからこそ今後についての提言（苦言）を述べたいと思います。 

 実務者連絡会の研修会では「できるだけ多くの会員が参加できるように」と網羅的なプロ

グラムにする場合がよくあります。結果として浅く広い研修となりがちです。これは実務者

連絡会の企画に参加する者が「いつものメンバー」になってしまっている要因の一つとも思

います。浅く広いのは本会に任せ，実務者連絡会は部門ごとにテーマを絞り，専門的技術の

継承や初任者教育に力を入れてほしいと感じています。 

私は実務者連絡会にこれまで助けられました。微力ではありますが今後はその恩返しを

していきたいと思います。 
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３．会報の記録（１１号から１９号） 

（１）大学等環境安全協議会実務者連絡会会報第 11 号 平成 21 年 3 月発行 

実務者連絡会から 

第 24 回技術分科会実務者連絡会企画プログラム報告 

大学等環境安全協議会第 10 回実務者連絡会報告 

第 10 回実務者連絡会総会報告 

第 10 回実務者連絡会総会資料 

1.平成 19 年度実務者連絡会事業報告 

2.平成 20 年度実務者連絡会事業計画 

3.平成 20 年度実務者連絡会予算執行計画 

第 10 回実務者連絡会総会を終えて 

労働安全衛生プロジェクト企画技術研修会報告 

技術研修会報告  愛知教育大学  榊原 洋子 

自前作業環境測定のススメ 東北大学  中村 修，他 

費用対効果を考えた学生特殊健診方法の開発と実施経験 愛知教育大学 榊原 洋子 

事例研究:大学での安全衛生マネジメントシステム構築の取り組み 

横浜国立大学  鈴木 雄二 

技術研修会座談会報告  群馬工業高等専門学校  荻野 和夫 

技術賞候補者推薦のお願い 

第 11 回実務者連絡会の予定(案)について 

実務者連絡会ホームページ，SNS サービスについて 

実務者連絡会名簿の再登録，追加について 

実務者連絡会申し合わせの改定について 

実務者連絡会申し合わせ 

平成 21 年度実務者連絡会役員 

大学等環境安全協議会実務者連絡会名簿 

 

 

（２）大学等環境安全協議会実務者連絡会会報第 12 号 平成 22 年 3 月発行 

実務者連絡会から 

第 25 回技術分科会実務者連絡会企画プログラム報告 

大学等環境安全協議会第 11 回実務者連絡会報告 

第 11 回実務者連絡会総会報告 

第 11 回実務者連絡会総会資料 

1.平成 20 年度実務者連絡会事業報告 

2.平成 21 年度実務者連絡会事業計画 

 -　31　-



3.平成 20 年度実務者連絡会予算執行計画 

実務者連絡会 技術研修会（安全衛生部門）報告 

作業環境測定時に見つけた問題事例  名古屋工業大学 技術グループ  大西 明子 

新規化学物質のリスクマネジメント  

   東北大学環境保全センター 中村 修，牧野 育代 

潜在的リスクを探るための一方策 愛知教育大学保健環境センター  榊原 洋子 

実務者研修会に参加して   

群馬工業高等専門学校 教育研究支援センター  田部井 由香里 

東京大学大学院医学系研究科・医学部解剖実習室見学報告  浜松医科大学 鈴木 一成 

廃棄物処理部門企画見学会報告 

 富山大学水質保全センター  川上 貴教 

 浜松医科大学  鈴木 一成 

 秋田大学  武藤 一 

 豊橋技術科学大学  梅沢 太一 

 山口大学  藤原 勇 

 金沢大学環境保全センター  吉崎 佐知子 

新潟大学  大泉 学 

名古屋工業大学 技術グループ  大西 明子 

名古屋工業大学 安全管理室  森 千明 

名古屋工業大学 安全管理室  菅田 愛美 

名古屋工業大学 安全管理室  井村 仁美 

労働安全衛生部門企画第 2 回実務者連絡会技術研修会報告 

愛知教育大学保健環境センター  榊原 洋子 

作業環境管理に欠かせない局所排気装置の点検と保守 

静岡大学 工学部  藤村 久  茨城大学  関根 守，竹田 誠 

事例報告 

    作業環境測定士から見た実験室の改善提案 

     名古屋工業大学 安全管理室  山田 かおり 

実験系廃棄物を適切に回収・管理するための取り組み 

     名古屋工業大学 安全管理室  谷山 八千代 

ヒヤリハット報告の取り組みと改善に向けた課題  

     名古屋工業大学 安全管理室  菅田 愛美 

技術賞候補者推薦のお願い 

第 12 回実務者連絡会の予定(案)について 

実務者連絡会ホームページ，SNS サービスについて 

実務者連絡会名簿の登録，追加について 

 -　32　-



実務者連絡会申し合わせ 

平成 22 年度実務者連絡会役員 

大学等環境安全協議会実務者連絡会名簿 

 

（３）大学等環境安全協議会実務者連絡会会報第 13 号 平成 23 年 3 月発行 

実務者連絡会から  

第 26 回技術分科会 実務者連絡会企画プログラム報告 

大学等環境安全協議会第 12 回実務者連絡会報告 

第 12 回実務者連絡会総会報告 

第 12 回実務者連絡会総会資料 

１．平成 21 年度実務者連絡会事業報告 

２．平成 22 年度実務者連絡会事業計画 

３．平成 21 年度実務者連絡会決算 

４．平成 22 年度実務者連絡会予算案 

実務者連絡会廃棄処理部門の活動に寄せて 

廃棄処理部門長 岡山大学 秋吉 延崇 

ＪＦＥ環境（株）見学会報告  

実務者連絡会企画第３回技術研修会を終えて 

安全衛生部門長 愛知教育大学 榊原洋子 

第 3 回実務者連絡会技術研修会報告 

特別企画研修 「局所排気装置のメンテナンス技術研修」 

静岡大学 浜松キャンパス 安全衛生管理室 藤村 久 

事例報告 

薬品管理について 

静岡大学 浜松キャンパス 安全衛生管理室 中山 政勝 

局所排気装置等の維持管理について-アンケートの集計結果から- 

静岡大学 浜松キャンパス 安全衛生管理室 藤村 久 

大学における作業環境測定について 

静岡大学 浜松キャンパス 安全衛生管理室 馬塚 丈司 

廃液および薬品の外部委託処理までの安全衛生上の諸問題について 

浜松医科大学 医療廃棄物処理センター 鈴木 一成 他 

技術賞候補者推薦のお願い 

第 13 回実務者連絡会の予定（案）について 

実務者連絡会企画見学会の予定（案）について 

実務者連絡会ホームページ，SNS サービスについて 

実務者連絡会名簿の登録，追加について 
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実務者連絡会申し合わせ  

実務者連絡会役員  

大学等環境安全協議会実務者連絡会名簿  

 

（４）大学等環境安全協議会実務者連絡会会報第 14 号 平成 24 年 3 月発行 

実務者連絡会から 

第 27 回技術分科会実務者連絡会企画プログラム報告 

第 13 回実務者連絡会総会報告 

第 13 回実務者連絡会総会資料 

１．平成 22 年度実務者連絡会事業報告 

２．平成 23 年度実務者連絡会決算報告 

３．平成 23 年度実務者連絡会事業計画 

４．実務者連絡会申し合わせについて 

５．平成 23 年度実務者連絡会の現状 

６．各部門よりの報告 

７．ＳＮＳサービスネットワークについて 

８．実務者連絡会会報誌の Web 化について 

９．会員名簿の配布方法とＳＮＳの加入について 

10．平成 23 年度実務者連絡会予算案 

第 4 回実務者連絡会技術研修会 報告 

講演「震災における安全管理」 

東北大学大学院理学研究科安全衛生管理室  澤口 亜由美 

「東日本大震災における高圧ガスの被害状況と地震対策」 

東北大学工学研究科・工学部総務課健康安全管理室  三上 恭訓 

「東北大学工学部災害対応の強化状況」 

東北大学工学研究科健康安全管理室  本間 誠 

実務者連絡会研修会参加報告 

実務者連絡会労働安全衛生部門長（横浜国立大学） 鈴木雄二 

第 4 回実務者連絡会技術研修会参加記 

玉川大学総務部管理課  小泉 嘉一 

静岡大学安全衛生管理室  中山 政勝 

豊橋技術科学大学施設環境課  梅澤 太一 

新潟大学環境安全推進室  藤井 邦彦 

実務者連絡会見学会報告（富山） 

セミナー「東日本大震災から得られた教訓」 

東北大学環境保全センター  中村 修 
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実務者連絡会見学会（富山） 報告記 

北海道大学安全衛生本部  川上 貴教 

実務者連絡会見学会報告（岡山） 

見学記（Ａコース） 

広島大学環境安全センター  坂下 英樹 

豊橋技術科学大学施設環境課  梅澤 太一 

浜松医科大学医療廃棄物処理センター  鈴木 一成 

見学記（Ｂコース） 

静岡大学安全衛生管理室  藤村 久 

東北大学環境保全センター  中村 修 

名古屋工業大学安全管理室  森 千明  井村 仁美 

実務者連絡会会報誌のＷｅｂ化に関するアンケート結果について 

会員名簿の配布方法とＳＮＳの加入についてのアンケート結果について 

技術賞候補者推薦のお願い 

第 13 回実務者連絡会の予定（案）について 

実務者連絡会ホームページ，SNS サービスについて 

実務者連絡会名簿登録，追加について 

実務者連絡会申し合わせ 

実務者連絡会役員 

 

（５）大学等環境安全協議会実務者連絡会会報第 15 号 平成 25 年 3 月発行 

実務者連絡会から 

第 14 回実務者連絡会総会報告 

第 14 回実務者連絡会総会資料 

１．平成 23 年度実務者連絡会事業報告 

２．平成 23 年度実務者連絡会決算報告 

３．平成 24 年度実務者連絡会事業計画 

４．平成 24 年度実務者連絡会予算案 

５．実務者連絡会の現状 

６．各部門よりの報告 

７．実務者連絡会会報誌公開のご案内 

８．名簿の配布方法について（案） 

９．会報誌の公開拡大について（案） 

10．その他 

特別研修会「化学物質管理システムの運用について」報告 

  化学物質管理システム運用についての研究集会 質問票 
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  化学物質管理システム運用についての研究集会 資料 

    新潟大学  藤井 邦彦 

第 5 回実務者連絡会技術研修会 報告 

「巨大地震に備える大学の安全管理」（実施報告） 

実務者連絡会安全衛生部門長  鈴木 雄二 

（横浜国立大学 安全・安心の化学教育センター） 

「豊橋技術科学大学の環境・安全衛生の現状」 

豊橋技術化学大学 施設環境課環境整備係  梅澤 太一 

実務者連絡会見学会参加報告（福岡 光和精鉱） 

岐阜大学 施設環境部環境企画課 労働安全係  日比 正德 

新潟大学 環境安全推進室  藤井 邦彦 

  神戸大学 環境管理センター  西川 大介 

  広島大学 環境安全センター 坂下 英樹 

群馬大学 工学系技術部 木間 富士子，竹下 登喜男，近藤 良夫 

実務者連絡会見学会報告（秋田 あきたエコタウンセンター） 

広島大学環境安全センター  坂下 英樹 

名古屋工業大学 安全管理室  森 千明 

  東北大学 環境保全センター  進藤 拓 

技術賞候補者推薦のお願い 

第 14 回実務者連絡会の予定（案）について 

実務者連絡会ホームページ，SNS サービスについて 

実務者連絡会名簿登録，追加について 

実務者連絡会申し合わせ 

実務者連絡会役員 

 

（６）大学等環境安全協議会実務者連絡会会報第 16 号 平成 26 年 3 月発行 

実務者連絡会から 

第 15 回実務者連絡会総会報告 

第 15 回実務者連絡会総会資料 

１．平成 24 年度実務者連絡会事業報告 

２．平成 24 年度実務者連絡会決算報告 

３．平成 25 年度実務者連絡会事業計画 

４．平成 25 年度実務者連絡会予算案 

５．実務者連絡会の現状 

６．各部門よりの報告 

７．実務者連絡会会報誌公開のご案内 
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８．名簿の配布方法について（案） 

９．会報誌の公開拡大について（案） 

10．その他  

平成 25 年度 事業紹介（諸事） 

第 29 回技術分科会実務者連絡会企画 報告 

第 6 回実務者連絡会技術研修会 報告 

【寄稿 報告書】 

イタイイタイ病資料館見学記  鹿児島大学  河野 百合子 

局所排気装置の適切なメンテナンス  茨城大学  金澤 浩明 

大学等環境安全協議会プロジェクト会議参加報告 横浜国立大学 鈴木 雄二 

【プロジェクト中間報告書】  

大学等における巡視の方法とシステムについて 東北大学 澤口亜由美 

実務者連絡会における情報の整理と活用促進 山口大学 山野 聖子 

技術賞候補者推薦のお願い 

第 16 回実務者連絡会の予定（案）について 

実務者連絡会ホームページ，ＳＮＳサービスについて 

実務者連絡会名簿登録，追加について 

実務者連絡会申し合わせ 

実務者連絡会役員 

 

（７）大学等環境安全協議会実務者連絡会会報第 17 号 平成 27 年 3 月発行 

Ⅰ実務者連絡会から 

Ⅱ第 16 回実務者連絡会総会報告 

第 16 回実務者連絡会総会資料 

１．平成 25 年度実務者連絡会事業報告 

２．平成 25 年度実務者連絡会決算報告 

３．平成 26 年度実務者連絡会事業計画 

４．平成 26 年度実務者連絡会予算案 

５．実務者連絡会の現状 

６．各部門よりの報告 

７．実務者連絡会会報誌公開のご案内 

Ⅲ平成 26 度 事業紹介（諸事） 

【報告書】 

プロジェクト報告 

１）大学等における巡視の方法とシステムについて 東北大学  澤口 亜由美 

２）実務者連絡会における情報の整理と活用促進 山口大学 山野 聖子 
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３）“利き手”に着目した安全と作業環境の向上に関する基礎調査 

東北大学 牧野 育代 

第 30 回技術分科会実務者連絡会企画 報告 

見学会報告 埼玉大学  三田 和義  

第 7 回実務者連絡会技術研修会 報告 

参加報告 ・見学会参加報告 

（第 30 回分科会前日） 埼玉大学 三田 和義 

実務者連絡会技術研修会参加報告（第 7 回研修会） 山形大学 大津 芳  

神戸環境クリエート見学 神戸大学 西川大介 

【部門報告】 

廃棄物部門活動報告 九州工業大学 中村修 福井高専 片岡 裕一 

廃棄物処理の現状調査 アンケートとその結果 

九州工業大学 中村修 福井高専 片岡 裕一 

【7 月研修会報告】 

大学等環境安全協議会 実務者連絡会廃棄物管理研修（基礎編）の実施 

九州工業大学 中村修  福井高専 片岡裕一 

廃棄物処理委託の注意点 浜松医科大学 鈴木一成 

実験排水管理基礎 岡山大学 秋吉延崇 

（大学等環境安全協議会実務者連絡廃棄物管理研修） 

平成 26 年度局所排気装置等定期自主検査者養成講習会 筑波大学 佐藤智生 

専門家にはなれたのかなあ 浜松医科大学 鈴木一成  

技術賞候補者推薦のお願い 

第 17 回実務者連絡会の予定（案）について 

実務者連絡会ホームページ，ＳＮＳサービスについて 

実務者連絡会名簿登録，追加について 

実務者連絡会申し合わせ 

実務者連絡会役員 

 

（８）大学等環境安全協議会実務者連絡会会報第 18 号 平成 28 年 3 月発行 

Ⅰ 実務者連絡会から 

Ⅱ 第１７回実務者連絡会総会報告 

１．平成 26 年度実務者連絡会事業報告 

２．平成 26 年度実務者連絡会決算報告（資料） 

３．平成 27 年度実務者連絡会事業計画 

４．平成 27 年度実務者連絡会予算案(資料)  

５．実務者連絡会の現状 
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６．各部門からの報告 

７．実務者連絡会会報公開のご案内 

Ⅲ 平成２７年度 事業報告 

１．実務者連絡会プロジェクト報告 

（１）教育研究機関における実験廃液取扱状況調査に基づく排水 

および実験廃液講習内容の検討   埼玉大学  三田 和義 

（２）特別有機溶剤に係る作業環境測定等に関する実態調査 

東北大学  三上 恭訓 

（３）衛生管理者による巡視をデザインするための要素の検討 

東北大学 澤口 亜由美 

（４）“利き手”に着目した安全と作業環境の向上に関する基礎調査 

東北大学  牧野 育代 

２．平成 27 年度実務者連絡会集会報告（第 33 回総会研修会前日） 

茨城大学 金澤 浩明 

３．第 31 回技術分科会実務者連絡会企画報告 

（１）山口大学解剖実験室見学会報告 静岡大学  岡野 衣沙 

（２）実務者連絡会企画プログラム報告  琉球大学  古謝 源太 

４．第 8 回実務者連絡会技術研修会報告  琉球大学  前田 芳己 

（発表資料） 

Ⅲ．話題提供「水質汚濁防止法改正に伴う大学所有の有害物質使用特定 

施設の点検義務について－神戸大学の神戸市環境局への対応例－」 

神戸大学 吉村 知里 

５．部門活動報告 

（１）安全衛生部門 茨城大学 金澤 浩明 

（２）廃棄物部門 福井工業高等専門学校 片岡 裕一 

Ⅳ お知らせ 

１．技術賞候補者推薦のお願い 

２．平成 28 年度実務者連絡会事業計画案について 

３．実務者連絡会ホームページ及びＳＮＳサービスについて 

４．実務者連絡会名簿登録について 

５．実務者連絡会申し合わせ 

 

（９）大学等環境安全協議会実務者連絡会会報第 19 号 平成 29 年 3 月発行 

Ⅰ 実務者連絡会から 

Ⅱ 第１８回実務者連絡会総会報告 

１．平成 27 年度実務者連絡会事業報告 
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２．平成 27 年度実務者連絡会決算報告（監査報告資料） 

３．平成 28 年度実務者連絡会事業計画 

４．平成 28 年度実務者連絡会予算案(総会資料)  

５．実務者連絡会の現状 

６．部門活動報告 

Ⅲ 平成２８年度 事業報告 

１．実務者連絡会プロジェクト報告  

（１）教育研究機関における実験廃液取扱状況調査に基づく排水および実験廃液講習 

内容の検討(継続) 代表 埼玉大学 三田和義 

（２）特別有機溶剤に係る作業環境測定等に関する実態調査(継続) 

代表 東北大学 三上恭訓 

（３）衛生管理者による巡視をデザインするための要素の検討（継続） 

代表 東北大学 澤口亜由美 

２． 平成２８年度第 1 回大学等環境安全協議会実務者連絡会集会・研修会・見学会 

（１）第 1 回実務者連絡会集会（東北大学） 

（２）第２回実務者連絡会集会（熊本県国際交流会館） 

（３）第９回大学等環境安全協議会実務者連絡会技術研修会（筑波山，江戸屋） 

（４）実務者連絡会企画見学会（東北電力 自然エネルギー発電所） 

３．部門活動報告 

（１）安全衛生部門 茨城大学  金澤 浩明 

（２）廃棄物部門 福井工業高等専門学校  片岡 裕一 

第 2 回実務者連絡会集会報告資料 

三田プロジェクト・アンケート結果まとめ 

第 9 回実務者連絡会技術研修会資料 

参加者アンケート結果報告 

Ⅳ 寄 稿 

筑波大学技術職員として環境保全・安全衛生業務を終えて  筑波大学 柏木 保人 

環境安全管理業務とともに～35 年目の想い～  琉球大学 前田 芳己 

金沢大学環境保全センターの紹介と私の活動   金沢大学 吉崎 佐知子 

Ⅴ お知らせ 

１．技術賞候補者推薦のお願い 

２．平成 29 年度実務者連絡会事業計画案について 

３．実務者連絡会ホームページ及びＳＮＳサービスについて 

４．実務者連絡会名簿登録について 

５．実務者連絡会申し合わせ 
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Ⅴ 寄 稿

１．プロジェクト成果（抜粋）

教育研究機関における実験廃液取扱状況調査に基づく排水および

実験廃液講習内容の検討

○三田 和義（埼玉大学），岡野 衣沙（静岡大学）荻野 和夫（群馬工業高専），

大泉 学（新潟大学），片岡 裕一（福井工業高専）

２．第１０回大学等環境安全協議会実務者連絡会技術研修会開催結果

（１）第１０回実務者連絡会技術研修会報告「大学における廃棄物処理について」

静岡大学安全衛生センター 中山 政勝，岡野 衣沙，川村 真里

（２）静岡大学における安全衛生活動 中山 政勝

（３）静岡大学における化学物質管理 川村 真里

（４）静岡大学における実験廃棄物業務 岡野 衣沙

（５）特別講演「あれこれ廃棄物との格闘」  浜松医科大学 鈴木 一成

（６）第 10 回技術研修会・総合討論メモ  琉球大学 古謝 源太 

（７）特別講演「金属水銀の実験排水系流出とその後」 京都工芸繊維大学 山田 悦

（８）技術研修会に参加して（参加者感想）

山形大学 大津 芳，東北大学 澤口 亜由美，

愛知教育大学 榊原 洋子，浜松医科大学 鈴木一成，

京都工芸繊維大学 山田 悦，青山学院大学 山田 麻夕美
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（１）第１０回実務者連絡会技術研修会報告 「大学における廃棄物処理について」

静岡大学安全衛生センター 中山 政勝，岡野 衣沙，川村 真里

日 時：平成３０年３月５日（月）13:30 ～ 17:00，６日（火） 9:00 ～ 11:45 

場 所：静岡大学静岡キャンパス 農学総合棟 201 室     参加者：４０名 

プログラム 

平成３０年３月５日（月）（会場：農学総合棟 201 室） 

13:00～13：30 ― 受 付 ―           司会：筑波大学  藤井 邦彦 

13:30～13：35 開催の挨拶  実務者連絡会世話人 秋吉延崇 

13:35～13：45 開催大学挨拶  静岡大学安全衛生センター長 田坂 茂 

13:45～15：00 基調講演「静岡大学の安全衛生と廃棄物管理について」 

静岡大学 中山政勝，川村真里，岡野衣沙

15:00～15：15 ― 休 憩 ― 

15:15～17：00 特別講演「あれこれ廃棄物との格闘」 浜松医科大学 鈴木一成 

座長：北海道大学 川上貴教

17:00～18：30 ― 移 動 ― 

18:30～20：30 懇親会（会場：静岡駅周辺） 

平成３０年３月６日（火）（会場：農学総合棟 201 室） 

9:00～10：15 総合討論（最近のトピックス，今後の展開） 

（岡山大 秋吉，静岡大 中山，鹿児島大 濵田，筑波大 藤井）

実務者連絡会集会で議論になった内容について：パネルディスカッション

（廃棄物管理，安全衛生管理，化学物質管理，排水管理，広報教育啓発他）

10:15～10：30 ― 休 憩 ― 

10:30～11：40 特別講演「金属水銀の実験排水系流出とその後」 

京都工芸繊維大学 山田 悦先生

座長：鹿児島大学 濵田 百合子

11:40～11：45 閉会の挨拶  実務者連絡会世話人 中山政勝 

平成 30 年 3 月 5 日（月）から二日間にわたり，大学等環境安全協議会第 10 回実務者連

絡会技術研修会を開催し，40 名の実務者が同大学静岡キャンパスに集いました。 

本技術研修会は，大学等環境協議会実務者連絡会会員を対象として，参加者自らのスキル

アップや新たな技術の習得や継承，関係法令改正に関する情報収集やその対応，業務改善事

例の報告など，実務者を対象として行われています。特に，安全衛生管理や廃棄物管理業務

については，各大学単独では問題解決の手がかりを掴むことが難しいことがあるため，全国

組織である大学等環境安全協議会の実務者連絡会でこのような研修会を企画し，日々の業

務の情報交換や意見交換をして得た知識を所属機関での業務に活かすことを目的としてい

ます。

Ⅴ－２
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 今回の研修会では，「大学における廃棄物処理について」というテーマで，浜松医科大学 

鈴木 一成 氏と京都工芸繊維大学 山田 悦 教授のお二人を講師としてお迎えし，これまで

の経験とさまざまな問題への対応についてお話しいただきました。開催大学から安全衛生

センターの中山政勝，岡野衣沙，川村真里の 3 名が，静岡大学における安全衛生業務や廃棄

物管理の実務について講演を行い，参加者からは廃棄物処理方法等について多くの質問や

情報提供があり，有意義な実務者研修会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催大学挨拶 田坂 安全衛生センター長           静岡大学 中山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浜松医科大学 鈴木氏            京都工芸繊維大学 山田先生 

 

 

 

 

 

 

 

総合討論の様子 
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     安全衛生に係わる委員会・組織等の関係   
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（２）静岡大学における安全衛生活動について 

 

静岡大学 安全衛生センター   

中山 政勝  

1. はじめに 

静岡大学では，安全衛生管理や化学物質管理等を専門業務とする組織として平成

25 年 4 月に安全衛生センターを設置した。安全衛生センターは，教員６名，技術職

員４名，事務職員２名，薬品登録２名が協力して業務を進める組織として様々な大学

における安全衛生管理と共に学生への教育も充実することを目的としています。以

下に安全衛生センターで担っている業務について紹介します。 

 

2. 安全衛生センター業務 

安全衛生センターは，次の各号に掲げる業務を行う。 

(1) 静岡大学安全衛生管理規程（以下規程）に基づく安全衛生管理に関すること。 

(2) 規程第１２条に規定する安全衛生調整委員会，規程第 17 条第１項に規定する 

安全衛生委員会及び第９条第１項に規定する委員会に関すること。 

(3) 安衛法等に基づく各種の選任，届出及び報告に関すること。 

(4) 安衛法等の対象となる機械の管理に関すること。 

(5) 安衛法等に係る薬品の管理及び薬品管理システムに関すること。 

(6) 廃液，廃試薬及び高圧ガス等に関すること。 

(7) 安全衛生に係る教育・研修に関すること。 

(8) 安全衛生に係る事業場の調整に関すること。 

(9) その他安全衛生に関すること。 

 

3. 安全衛生管理規程 

労働安全衛生法に基づき，本学の安全衛生管理規程を定めています。安全衛生セ

ンターでは，安全衛生委員会業務をサポートし大学構成員の安全確保を目的として

学内での主導的な役割を担っています。 
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また，安衛法等に基づく各種選任と労働基準監督署等へ行政届出，報告を担当し

ています。両キャンパスの安全衛生委員会を所掌し，大学全体での話題やキャンパ

スごとの事例など必要に応じて共有しています。特に事故事例は，ヒヤリハット事

例も含め共有し再発防止に役立てています。安全衛生巡視は，学部・学科の枠を越

えた衛生管理者による巡視グループとして週に一度，年間スケジュールに添って実

施しています。本巡視には産業医や保健師も同行し，保健衛生面からの視点での安

全衛生確認を行っています。学長や総括衛生管理者等を同行する安全パトロールを

全国安全衛生週間期間中に企画し，直接現場確認をしています。作業環境測定は，

自社測定と外注を併用し客観的な視点を重要視しています。健康管理として定期健

康診断と特殊健康診断，ストレスチェックの実施など保健センターと協力し進めて

います。 

安衛法等に基づく機械類として局所排気装置やエックス線装置等導入時の届出書

類や安全管理についてアドバイスをしています。 

局所排気装置管理では，局所排気装置等自主検査者を学内で育成し，年に一度の

定期自主検査と日々の点検とメンテナンス，学生への教育を担っています。本検査

者養成講習は，学外者の受け入れも行っており平成 30 年 3 月時点で学内 128 名，

学外 33 名の検査者を養成しています。 

 

4. 化学物質管理，実験廃棄物について 

別途報告 

 

5. 安全衛生に係る教育 

安全衛生センターの職務として，「安全衛生に係る教育・研修に関すること」があ

り，以下について年間を通して実施しています。 

 

①雇い入れ時の安全衛生教育 

②学生実験前安全教育（機械系，化学系） 

③安全工学授業における安全教育担当 

④化学物質の安全管理教育 

⑤薬品管理システム・実験廃棄物に関する説明会 

⑥高圧ガス・液体窒素に関する教育 

⑦労務職員対象安全教育 

⑧局所排気装置等定期自主検査者養成 

⑨大学祭模擬店責任者対象安全教育 

⑩安全衛生教育講演会 

要望や必要に応じて，様々な安全教育を企画・実施しています。 
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6. 受動喫煙問題 

平成 14 年に制定された健康増進法第 25 条「受動喫煙防止に係る努力義務」を受け，

本学では，平成 15 年 7 月から学内を原則禁煙としました。ただし，喫煙者の便宜を考慮

し，各部局の事情に応じて喫煙エリア（必要な措置をした屋内の喫煙場所，屋外に設定

した喫煙場所等）を設けることで，分煙を認めることとしました。しかし，各部局対応

に差があり実効性が伴わなかったため，安全衛生委員会を中心として様々な取り組みを

教職員一体となって行ってきました。世界禁煙デーにあわせた禁煙推進活動や，保健セ

ンターが中心となって進めた呼気中ＣＯ濃度測定，ニコチンパッチ，禁煙相談等につい

て教職員，学生を対象に禁煙啓発活動を続けています。 

社会情勢を鑑みながら，受動喫煙被害のないキャンパスとなるよう，今後とも教職員

一体となって活動を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

雇い入れ時安全教育           化学物質の安全管理教育 

 

 

 

 

 

 

 

局所排気装置自主検査 

 

 

 

 

 

 

 

指定喫煙所巡視               安全パトロール 

 -　51　-



  

（３）静岡大学における化学物質管理について 

静岡大学 安全衛生センター  

川村 真里 

１．はじめに 

大学で実験・研究に使用される化学薬品は多種多様であり，これらは，消防法，労働

安全衛生法，毒物及び劇物取締法，化学物質排出把握管理促進法等の法律によって，保

管方法や取扱い方法，排出量の把握などが定められています。 

 静岡大学では，学内で保有している化学薬品の適正管理を進める目的で，購入，保管，

使用数量および責任者などの情報を一元管理できる薬品管理システムを平成 21 年度に

導入しました。本学の特徴としては，化学薬品・高圧ガスの検収業務を安全衛生センタ

ーへ移管し，検収と同時に薬品の登録までを行う窓口スタイルを確立し，未然に登録忘

れや漏れを防ぐことで，購入者，薬品の取り出し・返却の作業者，薬品名，使用量，保

管量，場所等の情報が安定的に集積することが可能になりました。また，本システムを

業務に生かしている事例として化学物質のリスクアセスメント，PRTR 報告，作業環境

測定場所の選定，特殊健康診断の該当者の選任などの参考データとして化学物質管理に

活用しています。 

 

２．静岡大学における化学物質管理の業務 

・薬品管理システムの運用（使用者登録，鍵管理システム管理，サーバー管理） 

  ・化学物質の検収・登録 

・学内教育（薬品管理システム，化学物質管理，高圧ガス・液体窒素） 

・化学物質のリスクアセスメント 

・PRTR 報告 

・有害物暴露報告 

・高圧ガスボンベの検収・登録 

  ・ピクトサイン表記 
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静岡大学浜松キャンパスにおける実験廃棄物等業務について

静岡大学 安全衛生センター

岡野 衣沙

1.概要

静岡大学浜松キャンパスでは，従来は施設課が行っていた廃液・実験廃棄物に関する業務

を 2015 年 4 月から安全衛生センターに移管し，その際に業務の見直しと収集方法の変更を

行いました。それまで廃液は月に１回指定日を設けて収集していましたが，安全衛生巡視で

研究室での廃液の溜め込みが多いことが指摘され，それに対応するためキャンパス内に一

か所廃液保管庫を整備し，研究室から申請すれば随時搬入できるようにしました。

2.排出の流れ

研究室からの廃液・実験廃棄物申請は，メールで随

時安全衛生センターが受け付けます。教職員に排出者

責任があることから，必ず教職員が申請することとし

ています。メール申請された申請書は，安全衛生セン

ターで内容を確認し，受付番号の割り振りをして申請

者に返信します。申請者は，返信された申請書を印刷

し，捺印のうえ容器に貼付した後，廃液は適宜廃液保

管庫へ，廃棄物は指定日に収集場所へ搬入します。

3.業務

・廃液・廃棄物申請書の返信，問い合わせ対応

・廃液保管庫巡視（週 1 回程度，今年度約 45 回） 

・実験廃棄物収集立会い（月 1 回から 2 回，今年度 21 回） 

・廃棄試薬収集立会い（年 2 回） 

・水銀廃棄物収集立会い（年 2 回） 

・廃棄物搬出立会い（廃液 6 回，廃棄物 4 回） 

・学内教育（年 3 回，今年度参加者 221 名） 

・キャンパス内安全パトロール（2016 年 7 月，2017 年 7 月） 

図 1. 廃液申請の流れ 
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（６）大環協実務者連絡会 第 10 回技術研修会 総合討論発言要旨（メモ） 

作成者：琉球大学 古謝 源太

お断り

・実務を行う上での情報としてお使いください。

・ただし，○○大学ではこうやっている，○○さんがこう言っていたなどの発言者に責任を

押し付けるような使い方はくれぐれもお控えください。

I 廃棄物 

I-1 オスミウム廃液などの処理について 

オスミウム廃液と言っても実際には緩衝液としてカコジル酸（ヒ素）が入っている場合が

多い。ヒ素が入っている前提で処理する必要がある。ヒ素が入っていないと現場が言ってき

たときも実際測ってみたら 80mg/L ぐらい含まれていることがあった。 

方法の一つとして、ヒ素が 1g/L、オスミウム 1g/L ぐらい入っている特別管理産業廃棄物

として 1L ずつ中和処理の業者に処理委託する（中和処理後は焼却処分）。 

10mg/L ぐらいまでは鉄共沈法でヒ素を処理できる。Os も 10 倍ぐらい希釈されれば

1mg/L まで処理可能。処分業者の反応タンクが 1m3 以上なら 1L ずつ処理してもらうと

1000 倍ぐらいに希釈されてヒ素濃度は 0.01mg/L ぐらいになるので、処分業者さんが分析

しても検出されないかも。そのあと廃液を焼却処分する業者に出す。

I-2 感染性廃棄物の扱い、処理業者確認 

ペール缶に入れてそのまま処分業者さんに出す大学がほとんどだと思う。感染性廃棄物

の中間処理業者はマル優（優良産廃処理業者認定）とってない業者が多い。マル優なしの業

者の場合、所在市の条例では現地確認は１年に一回行うことになっている。現地確認の頻度

は各自治体の条例を確認してほしい。

自治体から現地確認のチェックシートが出されているが、実務者連絡会会員が作成した

大学等実務者向けチェックシートもあるので参考にするとよい。

I-3 スプレー缶の処分方法 

当大学では、スプレー缶は別の袋に入れて排出するよう研究室・病棟に指示している。そ

のあと普通のごみと別個にセンターに運び込まれる。

事故が多いため、最近は穴をあけずに捨てるよう環境省や自治体で指導されるようにな

った。家庭ではそのように捨てるところが多い。
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多くは穴が空いた状態でセンターに集められるが、穴なしの場合はテストハンマーを使

ってセンターで穴あけして廃棄している 

それでもガスが中に入っている場合は、産廃業者に委託処理。 

 

�注意が必要な缶の例 

� 液体絆創膏のスプレー。酢酸エチルが入っているため、穴を開けることは危険。 

� エアダスターなど逆さにしても使えるスプレー。引火性の高いエーテル系のガス

（DME？）が入っているがこれも穴を開けることは危険。 

� 校正用の標準ガス。成分をよく確認すること。亜酸化窒素など危険なガスは穴をあけず

にボンベ屋さんに処分を委託。 

 

� 準備の整い次第、穴開けなしで回収する自治体が増えてきた。所在の自治体は最近そう

なった。 

�当大学では造形系のところからスプレー缶が出ることが多いので、そこの技術職員が穴開

けをやってくれていたが段々定年で退職し、対応できる人が少なくってしまった。スプレー

缶は使い切るように今は指導を変えた。 

 

【中身がたっぷり入っているスプレー缶の対応】 

あぶない薬品でなければ、バットに水ためて、水の中で穴開けると綺麗に抜ける。シェー

ビングフォームは水の中で穴を開けている。 

 

I-4 不明薬品の分析方法・特定にとりくんでいるが、安全対策や分析のノウハウ（実務者

の中で先行事例やノウハウ等を共有したい） 

不明薬品のままだと処理委託できないため、通常は分析費込みでの委託処理になる。 

�廃棄物処理業者が欲しい情報は「水溶性」「粉末か否か」「pH」「燃焼性（微量とって外の

コンクリートの上で火をつけて試す）」の 4 つ。この情報があると業者と分析費の価格交渉

ができる。 

上記の情報を踏まえ、通常は業者側で蛍光 X 線分析して廃棄物処理を行っている。この

分析にかかる単価相場は 1 万円。 

�自前で蛍光 X 線分析できるなら、分析結果を付加してさらに交渉できる。 

�業者は燃やした後に残ったものの危険性を気にしている。特に重金属。 

�正体につながる情報を一つでも多く増やすのも大事。有機溶媒や酸・アルカリ、無機塩な

どは多くの研究室では区分ごとに保管されているはずなので、発見された保管場所の周り

の試薬から不明試薬の種類を類推することで、処理委託の際の重要な情報になる。 

 

 

 -　63　-



I-5 昔購入された大量の試薬、有害金属等の処分について 

�会計年度を基準に考える。マニフェスト D 票の返送や予算執行期限などから逆算すると

11 月に回収受付・12 月に業者委託のスケジュールにならざるを得ない。 

�財務・経理サイドは、試薬類は消耗品でありその処分は各研究室教員の責任のもとで行わ

れるべきなので、不要試薬の処分費は受益者負担であるべき、という考え方。しかし、受益

者負担では廃棄しようしない研究室が不要試薬をどんどん溜めこむ。そのため五年に１回

のめどで大学本部の予算で全学一斉廃棄を行った。 

�不要試薬はエンドレス。不要な毒劇物や危険物が不適切な管理になった結果、大学全体の

責任問題になることもあるので、最終的には大学の責任でもって廃棄する必要がある。 

 

II 排水管理 

II-1 マンホールの蓋が開けにくいときのコツ 

�蓋を開けやすくする道具を探すのが基本。ただし最近は盗難防止や安全のため蓋にロック

がかかっている場合が多いので注意。 

�マンホールの穴に入って作業するには資格（酸素欠乏危険作業主任者）が必要になるので

注意。蓋をあけるだけなら資格は不要。 

�蓋とマンホールの溝の隙間に砂が詰まると開けにくくなる。水をかけて 1 日程度放置し、

ハンマーで縁を叩いた後、ツルハシをテコにして開ける。 

 

II-2 排水基準を超過した場合、所管官庁への報告はされているか。 

�排水規制が厳しい東京都では、事故報告の責任者の設置が事業所に義務付けられている。

東京都以外の自治体でも、行政指導の中で同様の責任者設置が求められるところが多い。 

�体制構築は重要。体制が整っていないと基準超過が実際に起きた時適切な対応が難しくな

る。 

 

 

III 安全衛生 

III-1 高圧ガス容器の返却期限への対応 

�所在の自治体の返却期限は二年。学内の安全パトロールなどで返却期限のチェックと指導

を行っている。 

�業者が延滞料金を請求し始めたら、古いボンベの数が大幅に減った。 

 

III-2 ドラフト検査の見直し 

�今年度は自前で検査することなったが、将来的には外注することになりそう。情報をお持

ちだったら教えて欲しい。 

�フルスペックの検査を非専門家がきちんと行うのは難しいと感じる。 
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�当大学では屋上の排風機の点検を外注したが、手抜き整備だったことがあった。業者に任

せるのはいいが、ちゃんとした業者を選ぶこと、何を頼むかはっきりさせることが重要。局

排の技能・知識を持った者が学内にいることはとても大事。 

�法人化してしばらくはいい業者だったが、安く入札で落とした別の業者になったときは 2

週間で点検が終わってびっくりした。最近私のような再雇用職員が定期自主検査の資格を

取って自前で点検したところ、全部やり直しすることになった。再雇用職員が担当する方向

もアリかもしれない。 

 

III-3 リスクアセスメントの実施 

�リスクアセスメントを本気でやっている大学がいたら教えてほしい。現場の実施状況を中

央で把握し、指導監督している大学は？ 

→出席者の約半分 

 

以上 
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（８）大学等環境安全協議会第 10 回実務者連絡会技術研修会に参加して（参加者感想） 

〇山形大学  大津 芳

本研修会で最も興味を覚えたものは，浜松医大鈴木さんによる特別講演であった。35 年

以上にわたる廃棄物処理業務での経験をまとめたものである。処理困難物質として「トリセ

ノックス」「カコジル酸」などが紹介され，処理が困難となる理由も説明していただいた。

これらに関連し，オスミウム廃液はカコジル酸を含有することがほとんどであるため，ヒ素

廃液として出すべきことを指摘された。私の業務に密接にかかわることでは，廃棄業者の現

地確認をおこなう頻度として，マル優取得業者は 5 年毎程度，それ以外は毎年おこなうべ

きとの情報をいただいた。また，業務に直接には関係のないことであるが，弱視の人が見や

すいスライドを作るポイントは濃紺もしくは黒を背景とし白抜き文字を使用することであ

り，強調は太字でおこなうべきとのことであった。プロフェッショナルとしてのオーラを感

じる講演であった。

 「申し込みフォームから出てきた課題・問題・要望等（パネルディスカッション）」も有

益な企画であった。具体的には，

・不明試薬や廃液の処理を業者に依頼する場合，業者が知りたい情報として，水溶性か否か，

pH，燃焼性の有無などがあること。これらの情報に蛍光 X 線分析の結果も加味し焼却の可

否を判断すること。また，蛍光 X 線分析費用は 1 本あたり￥10,000 程度であり処理費用の

過半を占めること。

・爆発の危険があるスプレー缶は，水中で穴を開けガスを放出してから廃棄すべきこと。

・ドラフトの定期検査を業者に依頼する場合，費用だけでなくきちんと検査できる能力があ

るかどうかも見極める必要があること。

・高圧ガスボンベには一般的に返却期限があり，5 年程度（以内？）で返却しなければいけ

ないこと。

などなど，実務の助けになる情報を数多く仕入れることができた。今後技術研修会を開催す

る時には是非とも入れて欲しい企画である。

〇東北大学  澤口 亜由美

参加すると，ちょっとした会話から今まで気がつかなかった問題などを知ることができ，

いつも助かっています。今回も薬品に期限を示すことやカメラは必須であることなど，些細

でも重要なことをたくさん教えて頂きました。静岡大学の取り組みもとても具体的に説明

して頂いたおかげで大変参考になりました。どうもありがとうございました。

今後もよろしくお願いいたします。
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〇愛知教育大学  榊原 洋子 

・今回静岡大学の環境安全の推進状況をお聞きして，組織体制の充実ぶりに驚きつつ，多く

の大学が学ぶべきものを感じたと思います。かつて，藤村さんが中山さんに引き継がれ，育

てようとして描かれたものを着実に実現されたことを感じました。実務者が中心になって

個人同士をつなぎ，組織をつなぎ，組織を超えてつながり，広がり，成長し，無限の可能性

を見せてくださいました。 

実務者連絡会でそれをリアルタイムで伝えてくださったことに感謝いたします。 

・浜松医科大学の鈴木さんの偉業を理解できるのは，また実務者連絡会の方々に違いないと

思いました。鈴木さんが，闘ってこられた「大学から出てくる処理困難な廃棄物」の数々の

事例と，その事例ごとに描く「解決のためのポイントとシナリオの立て方」を惜しみなくお

話し下さり，鈴木劇場を堪能いたしました。まだ 1 年，いろいろと聞くチャンスがあるかも

しれないと分かり，正直安堵いたしました。ぜひよろしくお願いいたします。 

・ISO14001 を取得された環境推進大学のリーダー格の京都工芸繊維大学で，環境科学セン

ターの中核的推進者であった山田先生から，直接の経験に基づくお話がじっくりと聞けた

ことに大変感謝いたします。水銀汚染問題を起こしてはいけないこととしてリスク管理し

ていても，どこでも「絶対に起こらない」とはいえないことであり，実際に起こってしまっ

た時（危機管理）には何をしなければいけないのかということを，具体的に知る機会となり

ました。ありがとうございました。 

 

 

〇浜松医科大学  鈴木 一成 

私のわかりにくい説明を聞いてくださってありがとうございました。処理困難廃棄物に

ついては，各論として，なるべく，具体的なお話をしたつもりでした。300 万円の装置，買

ってね。実務者連絡会への希望は，私的なもので，参考にならないかもしれませんが，一部

の方にも実務者連絡会に来てよかったと思えるような会にしていただければ幸いです。 

後で，言い忘れたことがたくさんあったと反省していますし，もっと，質問をお受けした

かったとも思っています。まだ，質問がありましたら，回答可能なことはお話ししますので，

パートのおっちゃんにお尋ねください。 

ご参考までに，医療廃棄物関係の講演を開催しているのは，全国産業廃棄物連合会や有

害・医療廃棄物研究会などがあります。 

こちらが本物の「嵐を呼んでしまう男」浜松医科大学医療廃棄物処理センター 鈴木一成  
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〇京都工芸繊維大学  山田 悦 

先日は，大変お世話になりました。 

 雨風には驚きましたが，初めての静岡でおいしい地元のお料理をいただくことができ，皆

様とのお話もとても楽しく，良い時間を過ごすことができました。 

 おいしい静岡のお茶をいただき，ありがとうございました。 

 静岡大学での研修会も，皆様大変熱心にされていて，感心いたしました。 

 各大学とも，少人数で業務をしているので，横の繋がりは大切です。 

 今後，益々会が発展しますよう，祈念しております。 

 しばらくは協議会，理事会にも参加しますので，私で役に立つことがありましたら，声を

かけてください。 

 

 

〇青山学院大学  山田 麻友美 

青山学院大学の山田でございます。 

先日は二日間にも渡り大変お世話になりました。 

本学としまして大環境の会員になったばかりで，右も左もわからない状況でしたが丁寧に

またご親切に応対くださいまして，誠にありがとうございました。 

今後はメール等でご指導を賜ることもあるかと存じますが，その時はどうぞよろしくお

願いいたします。メールでのお礼にて失礼いたします。 
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Ⅵ．お知らせ

１．技術賞候補者推薦のお願い

大学等環境安全協議会技術賞候補として適正な方を，自己推薦も含め，世話人または大学

等安全協議会事務局に連絡下さいますようお願いします。なお，「技術賞内規」は，最新版

を「環境と安全」で確認してください。（締め切り：４月末日）

（参考）技術賞内規

平元.11.21 制定 平 08.07.17 改定 平 09.09.19 改定 平 15.11.06 改定 

平 22.09.30 改定 平 23.07.28 改定 

1 本協議会に技術賞を設け，多年にわたり大学等における化学物質等の管理，有害な廃棄

物，環境管理及び安全衛生管理の実務に携わり，それらの業務において功績のあった者に

これを贈呈する。

2 本賞の贈呈は原則として毎年２件程度とする。 

3 本賞は賞記及び記念品とし，総会において贈呈する。 

4 会長は毎年会誌に本賞候補者の推薦に関する会告を掲載する。 

5 本賞候補者の推薦者は，本協議会会員とする。 

6 前条によって推薦される者は，第１条の実務に従事し，本協議会個人会員のうちの技術系

職員及び団体会員に所属する技術系職員である者，又は賛助会員に所属する技術者であ

る者とする。技術系職員には，技術職員，技術補佐員の他，技術系教員（助手，教務職員），

技術的な業務に従事する事務系職員も含める。

7 候補者の推薦に際しては，次の推薦書類各１通を４月 30 日までに本協議会事務局に提出

するものとする。

（1）推薦書 （2）推薦理由書 （3）被推薦者履歴書 

8 本賞候補者の選考は，理事会において行う。 
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２．平成３０年度実務者連絡会事業計画案について

（１）平成 30 年度技術賞推薦に関わる報告 

（２）活動計画・状況 

１）プロジェクト推進 秋に募集予定（各 5 万円程度） 

２）第 1 回 研修会「廃棄物処理業者視察」

日時：平成 30 年 7 月 18 日（水）14 時から 

場所：株式会社イージーエス（愛媛県新居浜市） 

３）第 1 回 集会

日時：平成 30 年 7 月 19 日（木）9 時から 12 時 

場所：愛媛大学 総合情報メディアセンター

４）総会  

日時：平成 30 年 7 月 19 日（木） 

場所：愛媛大学 総合情報メディアセンター

５）第 11 回 実務者連絡会技術研修会 

「水銀に関する水俣条約への対応と水銀系廃棄物の処理」

日時：平成 30 年 8 月 30 日（木），31 日（金） 

場所：野村興産株式会社イトムカ鉱業所

６）第 34 回技術分科会 実務者連絡会企画プログラム 

日時：平成 30 年 11 月 20 日（火） 

場所：沖縄科学技術大学院大学

「毒劇物の薬品管理システムを用いた全数管理（仮題）」

事例（静岡大学・熊本大学・名古屋大学） 

７）実務者企画見学会

日時：平成 30 年 11 月 21 日（水） 

場所：【調整中】

８）会誌 21 号 発刊 

実務者連絡会では，実務者の皆様からの技術報告・事例報告を募集しておりますので，世

話人までお知らせください。

また，グループディスカッションや講演のテーマなど，ご提案もお寄せください。
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３．実務者連絡会ホームページ，SNS サービスについて 

（１）実務者連絡会ホームページ

実務者連絡会のホームページを立ち上げています。実務者を対象とした情報を掲載して

いきたいと考えています。大環協ホームページからリンクが張ってあります。

実務者連絡会 HP URL: http://www.daikankyo-eng.org/public/ 

（２）SNS サービス 

実務者連絡会メンバーの情報交換及び相互理解を深めるため，SNS サービス（Social 

Networking Service）を運用しています。このサービスは，人と人とのつながりを促進・サ

ポートするコミュニティ型の会員制のサービスです。会員間の相互理解を深め，テーマを絞

った掲示板を作成し，情報交換を行うことが出来ます。

この SNS へ参加するには，管理者から招待状を受け取らなければなりません。参加に当

たっては以下の条件があります。

1. 実名で登録する。（ハンドル名不可）

2. 参加者は実務者連絡会メンバーに限る。

3. SNS 内で知り得た情報を，情報提供者の了承無く外部に漏らさない。

4. 他参加者に対して著しく不快感を与える行為を行わない。

また，SNS 参加は無料です。参加ご希望の方は，世話人までご連絡ください。 

４．実務者連絡会名簿登録について

実務者連絡会名簿への登録をお願いしています。まだ，登録されていない方，新規に登録

希望の方は，電子メールでお申込みください。詳しくは，実務者連絡会ホームページをご覧

ください。

実務者連絡会 HP 関連 URL: http://www.daikankyo-eng.org/public/register/list.html 
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５．実務者連絡会申し合わせ

実務者連絡会 申し合わせ

平成 11 年 1 月制定 

平成 15 年 11 月改定 

平成 20 年 11 月改定 

平成 23 年 6 月改定 

平成 25 年 7 月改定 

1. 大学等環境安全協議会実務者連絡会(以下「実務者連絡会」という。) と称する。

2. 実務者連絡会の事務局を代表世話人の自宅におく。

3. この会は，大学等において大学等環境安全協議会(以下「大環協」という。) が関係する

業務に技術的または事務的に直接携わる者を中心とした職員等（以下「実務者」という。）

が，その連携を密にし，会員相互の資質の向上をはかることを目的とする。

4. 会員は，大環協の団体会員及び賛助会員に所属する者で，自らが実務者であると認識し，

入会を希望した者とする。

5. 実務者連絡会は大環協内に設置し，適宜大環協に援助を仰ぐ。

6. 大環協担当理事は，大環協理事会によって決定され，世話人を兼ねる。

7. 実務者連絡会の代表は，大環協担当理事の互選によって決定し，会務を総括する。

8. 実務者連絡会内に部門を置き，会員は１以上の部門に所属する。

9. 各部門には部門長・副部門長を置き，部門活動については研修会等で開示に努める。

10. 当面，廃棄物部門と安全衛生部門の２部門を発足させる。部門の改廃は実務者連絡会総

会で決定する｡ただし，部門の細分化についてはこの限りではない。

11. 大環協担当理事ほか，世話人若干名，部門長，監事の役員を置く。部門長及び監事につ

いて，大環協担当理事，世話人のもと，会員の互選により決定し，副部門長は部門長の

指名による。

12. 役員の任期は２年とし，再任を妨げない。

13. 長年にわたり大学等において廃棄物処理等環境安全の実務に従事し，定年退職された方

若しくは一年以内に定年退職見込みの方で，かつ，役員等により大学等環境安全協議会

実務者連絡会に貢献があった者に実務者連絡会功労賞を贈呈する。

14. 実務者連絡会を毎年開催し，会報を発行する。

15. 経費は，大環協で決められた範囲で賄う。

16. 決算は，監事の監査を経て，実務者連絡会に報告する。

17. 会の活動内容等は，大環協に報告する

-　74　-




